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振
り
返
る
と
５
年
以
上
、
こ
こ
に
文
章
を
書
い
て
き
て
な

お
、
こ
こ
は
一
体
何
だ
ろ
う
と
時
折
思
う
。
先
日
、
あ
る
人

か
ら「
毎
月
あ
れ
を
書
く
の
も
大
変
で
し
ょ
う
」と
言
わ
れ

た
。
そ
の
人
も
何
と
呼
ん
で
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で

「
あ
れ
」と
言
っ
た
の
だ
ろ
う
。
続
い
た
言
葉
が「
取
材
し
て

い
る
わ
け
で
も
な
い
で
し
ょ
う
か
ら
」だ
っ
た
。
ま
さ
に
そ

の
通
り
で
、
取
材
し
て
い
な
い
か
ら
記
事
と
は
言
え
な
い
。

リ
ポ
ー
ト
、
エ
ッ
セ
ー
、
コ
ラ
ム
も
何
だ
か
ぴ
っ
た
り
こ
な

い
。
あ
れ
こ
れ
考
え
る
と「
作
文
」か
な
、と
感
じ
た
り
す
る
。

た
だ
、
報
道
の
世
界
に
身
を
置
く
と「
作
文
」は
し
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
指
す
の
で
、
そ
う
は
名
乗
り
た
く
な
い
。

　
９
月
に
生
成
Ａ
Ｉ
関
連
の
記
者
会
見
が
続
い
て
Ａ
Ｉ
の
恐

る
べ
き「
進
化
」に
触
れ
た
。
こ
の
会
報
の
フ
ロ
ン
ト
ペ
ー

ジ
が
今
の
形
に
な
っ
た
の
は
10
年
前
な
の
で
、
10
年
前
か
ら

の
会
報
を
読
み
込
ん
で
10
月
号
に
ふ
さ
わ
し
い
原
稿
を
作
成

す
る
よ
う
頼
ん
で
み
た
。
あ
っ
と
言
う
間
に「
問
わ
れ
続
け

る『
確
か
さ
』」と
い
う
原
稿
が
表
示
さ
れ
た
。
原
稿
と
は
別

に
、
こ
こ
の
分
析
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。

　「
毎
号
の
巻
頭
で
は『
記
者
と
は
何
か
』『
記
者
ク
ラ
ブ
の

役
割
と
は
何
か
』と
い
う
自
省
的
な
テ
ー
マ
が
繰
り
返
し
語

ら
れ
て
い
ま
す
。（
略
）ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
へ
の
危
機
感
、

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
取
材
力
強
化
、
そ
し
て
近
年
の
生
成
Ａ
Ｉ

や
偽
情
報
へ
の
対
応
ま
で
、
一
貫
し
て『
変
化
の
中
で
報
道

の
信
頼
を
守
る
』と
い
う
問
題
意
識
が
流
れ
て
い
ま
す
」。
読

ん
で
少
し
う
れ
し
く
な
っ
た
。
で
き
た
原
稿
の
方
は
、
こ
ん

な
に
硬
く
て
ひ
ね
り
の
な
い
も
の
を
書
い
て
い
た
か
な
あ
、

と
い
う
も
の
だ
っ
た
け
れ
ど
。�

（
専
務
理
事
　
江
木
慎
吾
）

こ
こ
は
一
体
何
な
の
か

５
年
た
っ
て
も
迷
う
日
々

旧「同盟国」 ワシントンの米国立公文書館前で握手するトランプ米大統領（中央右）と
中国の習近平国家主席（同左）＝９月25日、ＥＰＡ時事
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今 月のクラブゲスト／会見リポート

＊�下記のゲストの会見リポートは３～６ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん
ゲスト全員の会見リポートは右のQRコー
ドを開きウェブサイトで読めます。出席
欄の「会」は会場、「オ」はオンラインの参
加人数です。

伊
い

藤
とう

 学
がく

司
じ

さん 文化庁長官

■９・25／出席：会28人、オ36人／司会：中村正子委員

福
ふく

田
だ

 紀
のり

彦
ひこ

さん 川崎市長

■９・３／出席：会20人、オ48人／「なぜ今、特別市なのか？」
①／司会：小林伸年委員

菅
すが

野
の

 拓
たく

さん 大阪公立大学准教授

■9・8／出席：会12人、オ31人／「2026熊本地震」／司会：
永山悦子委員

A
アンドリュー

ndrew J
ジェイムズ

ames S
シーラー

hearerさん 駐日オーストラリア大使            

■9・9／出席：会40人、オ41人／司会：半沢隆実委員／通
訳：西村好美さん

E
エマニュエル

mmanuel N
ナヴォン

avonさん 次期駐日イスラエル大使

■9・11／出席：会35人、オ28人／司会：出川展恒委員／通
訳：大野理恵さん

佐
さ

藤
とう

 一
いち

郎
ろう

さん 国立情報学研究所教授

■9・14／出席：会33人、オ54人／「生成AI」⑧／司会：行方
史郎委員

村
むら

木
き

 厚
あつ

子
こ

さん 元厚生労働次官

■9・24／出席：会44人、オ62人／著者と語る『おどろきの
刑事司法　“犯罪者”の作り方』／司会：猪熊律子委員

の
接
点
も
見
え
に
く
い
。
県
側
か
ら
は
財

源
や
広
域
行
政
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
声

も
上
が
る
。
し
か
し
、
人
口
減
少
や
公
務

員
の
人
材
不
足
に
よ
る
影
響
は
、
10
年
、

20
年
先
の
未
来
で
よ
り
深
刻
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
福
田
市
長
は
危
機
感
を

に
じ
ま
せ
た
。「
今
あ
る
パ
イ
は
現
状
よ

り
も
小
さ
く
な
る
。
パ
イ
を
大
き
く
し
な

い
と
、
こ
の
国
は
本
当
に
厳
し
い
」

　
制
度
疲
弊
が
目
に
見
え
る
形
で
現
れ
る

前
に
、
ど
ん
な
自
治
の
あ
り
方
を
選
ぶ
の

か
。
そ
の
答
え
を
探
す
議
論
は
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
と
も
言
え
る
。

神
奈
川
新
聞
社
川
崎
総
局
　
小
林
　
剛

市
長
は
、
限
ら
れ
た
人
材
と
財
源
を
有
効

活
用
す
る
た
め
、
政
令
市
と
都
道
府
県
の

役
割
を
整
理
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。

　
現
在
、
幼
稚
園
と
保
育
所
、
防
災
、
感

染
症
対
策
、
交
通
安
全
な
ど
、
多
く
の
分

野
で
県
と
政
令
市
が
行
政
を
担
う
現
状
が

あ
り
、「
二
重
行
政
」の
解
消
を
重
視
す

る
。
一
方
で
、
財
政
へ
の
影
響
を
巡
っ
て

は
神
奈
川
県
と
横
浜
、
川
崎
、
相
模
原
の

３
政
令
市
の
試
算
は
食
い
違
う
。
福
田
市

長
は
双
方
が
前
提
条
件
や
デ
ー
タ
を
公
開

し
、
冷
静
に
検
証
す
べ
き
だ
と
求
め
た
。

　
質
疑
で
は
、
市
民
の
関
心
の
低
さ
や
投

票
率
の
低
迷
を
指
摘
す
る
声
も
出
た
。
制

度
の
議
論
は
複
雑
で
、
日
々
の
暮
ら
し
と

　「
特
別
市
は
大
都
市
だ
け
が
得
を
す
る

制
度
で
は
な
い
。
人
口
減
少
時
代
に
行
政

を
ど
う
最
適
化
す
る
の
か
と
い
う
議
論

だ
」。
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
会
見
し
た
川

崎
市
の
福
田
紀
彦
市
長
は
、
法
制
化
を
目

指
す
特
別
市
制
度
を
こ
う
位
置
付
け
た
。

　
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
は
待
っ
た
な

し
。
自
治
体
は
限
ら
れ
た
人
材
と
財
源
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
特
別
市
構
想
は
単
な
る
権
限

水
道
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
維
持
や

医
療
、
福
祉
と

い
っ
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
そ
の
も

の
が
立
ち
行
か

な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
。
福
田

移
譲
の
議
論
で
は
な
い
。
人
口
減
少
時
代

に
、
戦
後
か
ら
続
く
地
方
自
治
の
仕
組
み

を
維
持
で
き
る
の
か
。
そ
の
危
機
感
が
そ

も
そ
も
の
議
論
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
。

　
す
で
に
自
治
体
運
営
を
担
う
人
材
の
奪

い
合
い
は
始
ま
っ
て
い
る
。
地
方
公
務
員

の
確
保
が
難
し
く
な
れ
ば
、
道
路
や
上
下

阿
あ

南
なん

 英
ひで

明
あき

さん 神奈川県立病院機構理事長日本災害医学会理事     
　熊本地震で熱中症対策として
DMAT（災害派遣医療チーム）が高齢
介護施設の空調環境を評価し、早急
に対処した例を紹介した。災害医療対
応では、「マネジメント」が重要だと強調。
「専門のノウハウが必要なマネジメントを
自治体がやるのは非常に難しい。自治体
職員にただやれというのは限界がある」

■9・7／出席：会15人、オ35人／「2026熊本地震」保健医療
福祉対応の進化と生活支援／司会：永山悦子委員

山
やま

野
の

目
め

 章
あき

夫
お

さん 早稲田大学法学学術院教授

　「これまでの成年後見制度は、本人
意思の尊重の不徹底や事実上の終
身制などの問題があった。これから
は本人の意向を尊重し、補助の開始・
終了の際に必要性の要件を徹底す
るなどの仕組みに改められる」「制度
の実施までに関係者の共通理解を形
成し、努力していかないといけない」

■9・11／出席：会6人、オ26人／「どうなる成年後見」④／
司会：小林伸年委員

「
な
ぜ
今
、
特
別
市
な
の
か
？
」①

福
田

　紀
彦
　川
崎
市
長

９月３日

人
口
減
下 

行
政
最
適
化
の
道
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９
月
は
大
型
連
休
の
た
め
平
日
が
19
日

し
か
な
い
と
こ
ろ
に
、
記
者
会
見
と
試
写

会
合
わ
せ
て
16
件
が
入
っ
た
。
８
月
の
７

件
か
ら
大
幅
に
増
え
、
招
い
た
ゲ
ス
ト
、

テ
ー
マ
も
多
彩
な
、忙
し
い
月
に
な
っ
た
。

　
２
カ
月
前
に
２
人
の
駐
日
大
使
の
離
任

会
見
に
つ
い
て
書
い
た
。
９
月
は
駐
日
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ジ

ェ
イ
ム
ズ
・
シ
ー
ラ
ー
さ
ん
と
、
次
期
駐

日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ナ

ヴ
ォ
ン
さ
ん
の
就
任
会
見
が
あ
っ
た
。
２

人
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
と
考
え
方
が
伝
わ

る
会
見
だ
っ
た
。

　
政
治
、
地
方
自
治
の
現
場
か
ら
の
ゲ
ス

ト
も
続
い
た
。
国
民
民
主
党
代
表
と
し
て

３
期
目
に
入
っ
た
玉
木
雄
一
郎
さ
ん
は
月

末
に
登
壇
し
た
。「
特
別
市
」を
テ
ー
マ

に
し
た
記
者
会
見
が
い
く
つ
か
続
き
、
川

崎
市
長
の
福
田
紀
彦
さ
ん
、
千
葉
県
知
事

の
熊
谷
俊
人
さ
ん
と
、
自
治
体
の
長
も
迎

え
た
。（
会
見
リ
ポ
ー
ト
が
次
号
に
な
る

記
者
会
見
も
あ
り
ま
す
）

　
10
年
ぶ
り
に
震
度
７
を
記
録
し
、
大
き

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
熊
本
地
震
に
つ
い

て
は
８
月
末
か
ら
被
災
地
支
援
の
あ
り
か

た
な
ど
を
テ
ー
マ
に
連
続
し
て
展
開
し

た
。
市
町
村
任
せ
の
行
き
詰
ま
り
が
伝
わ

っ
た
。
変
わ
る
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

も
引
き
続
き
取
り
上
げ
、
新
制
度
ま
で
に

何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
生
成
Ａ
Ｉ
、
光
電
融
合
な
ど
の

最
新
の
動
向
を
聞
く
た
め
に
、
専
門
家
を

そ
れ
ぞ
れ
招
い
た
。

　
文
化
庁
長
官
の
伊
藤
学
司
さ
ん
、
自
ら

の
冤
罪
事
件
を
も
と
に
日
本
の
刑
事
司
法

の
問
題
点
を
鋭
く
突
い
た
村
木
厚
子
さ
ん

の
記
者
会
見
も
あ
っ
た
。

　
試
写
会
は
３
件
。
毎
日
新
聞
社
の
調
査

報
道
が
も
と
に
な
っ
た
映
画
に
、
ロ
シ
ア

の
言
論
状
況
を
取
り
上
げ
た
映
画
が
２
本

だ
っ
た
。

　
９
月
を
も
っ
て
今
年
度
の
上
期
を
終
え

た
。
ざ
っ
と
振
り
返
る
と
記
者
会
見
へ
の

出
席
者
数
は
、
３
０
０
人
を
超
え
た
国
際

刑
事
裁
判
所（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）所
長
の
赤
根
智

子
さ
ん
の
会
見
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
も
手

伝
っ
て
、
目
標
と
し
て
き
た
80
人
以
上
を

維
持
で
き
て
い
る
様
子
だ
。
以
前
に
比
べ

て
減
少
が
目
立
っ
て
い
た
記
者
会
見
の
ユ

ー
チ
ュ
ー
ブ
動
画
の
視
聴
回
数
も
、
ほ
ん

の
少
し
だ
が
上
向
い
て
き
た
感
が
あ
る
。

上
期
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た

段
階
で
詳
し
く
報
告
し
た
い
。

「
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
」の
表
記 

改
め
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
が
主
催
す
る
記
者
会

見
を
記
事
に
す
る
場
合
に
は
、「
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
で
」記
者
会
見
し
た
こ
と
を
明

記
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
て
き
ま
し

た
。
当
ク
ラ
ブ
は
会
員
各
社
の
み
な
さ
ん

や
個
人
会
員
の
み
な
さ
ん
の
力
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
い
う「
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
で
」は
場
所
を
指
す
の
で
は
な
く
、

自
分
た
ち
が
主
催
し
た
会
見
だ
と
受
け
止

め
て
ほ
し
い
と
い
う
意
味
で
そ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
当
ク
ラ
ブ
は
日
本
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
か
ら
借
り
て
い
る
施
設
を
会

員
向
け
に
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
施
設
は

様
々
な
目
的
で
利
用
さ
れ
、
時
に
は
会
員

が
独
自
に
記
者
会
見
を
開
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
記
者
会
見
を
記
事
に

す
る
時
は「
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
」で
は

な
く
、
日
本
プ
レ
ス
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開

い
た
も
の
と
表
記
し
て
ほ
し
い
と
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

　
わ
か
り
に
く
く
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
」開
か
れ
る

記
者
会
見
は
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
主
催
の

も
の
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を
、
再
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

（
江
木
）

大
使
の
就
任
、
政
党
代
表
、
熊
本
地
震

９
月
　
多
彩
に
16
件
の
行
事
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今 月のクラブゲスト／会見リポート

＊�下記のゲストの会見リポートは３～６ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん
ゲスト全員の会見リポートは右のQRコー
ドを開きウェブサイトで読めます。出席
欄の「会」は会場、「オ」はオンラインの参
加人数です。

伊
い

藤
とう

学
がく

司
じ

さん 文化庁長官

■９・25／出席：会28人、オ36人／司会：中村正子委員

福
ふく

田
だ

紀
のり

彦
ひこ

さん 川崎市長

■９・３／出席：会20人、オ48人／「なぜ今、特別市なのか？」
①／司会：小林伸年委員

菅
すが

野
の

拓
たく

さん 大阪公立大学准教授

■9・8／出席：会12人、オ31人／「2026熊本地震」／司会：
永山悦子委員

A
アンドリュー

ndrew J
ジェイムズ

ames S
シーラー

hearerさん 駐日オーストラリア大使            

■9・9／出席：会40人、オ41人／司会：半沢隆実委員／通
訳：西村好美さん

E
エマニュエル

mmanuel N
ナヴォン

avonさん 次期駐日イスラエル大使

■9・11／出席：会35人、オ28人／司会：出川展恒委員／通
訳：大野理恵さん

佐
さ

藤
とう

一
いち

郎
ろう

さん 国立情報学研究所教授

■9・14／出席：会33人、オ54人／「生成AI」⑧／司会：行方
史郎委員

村
むら

木
き

厚
あつ

子
こ

さん 元厚生労働次官

■9・24／出席：会44人、オ62人／著者と語る『おどろきの
刑事司法　“犯罪者”の作り方』／司会：猪熊律子委員

の
接
点
も
見
え
に
く
い
。
県
側
か
ら
は
財

源
や
広
域
行
政
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
声

も
上
が
る
。
し
か
し
、
人
口
減
少
や
公
務

員
の
人
材
不
足
に
よ
る
影
響
は
、
10
年
、

20
年
先
の
未
来
で
よ
り
深
刻
に
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
福
田
市
長
は
危
機
感
を

に
じ
ま
せ
た
。「
今
あ
る
パ
イ
は
現
状
よ

り
も
小
さ
く
な
る
。
パ
イ
を
大
き
く
し
な

い
と
、
こ
の
国
は
本
当
に
厳
し
い
」

　
制
度
疲
弊
が
目
に
見
え
る
形
で
現
れ
る

前
に
、
ど
ん
な
自
治
の
あ
り
方
を
選
ぶ
の

か
。
そ
の
答
え
を
探
す
議
論
は
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
っ
た
ば
か
り
と
も
言
え
る
。

神
奈
川
新
聞
社
川
崎
総
局
　
小
林
　
剛

市
長
は
、
限
ら
れ
た
人
材
と
財
源
を
有
効

活
用
す
る
た
め
、
政
令
市
と
都
道
府
県
の

役
割
を
整
理
す
る
必
要
性
を
訴
え
た
。

　
現
在
、
幼
稚
園
と
保
育
所
、
防
災
、
感

染
症
対
策
、
交
通
安
全
な
ど
、
多
く
の
分

野
で
県
と
政
令
市
が
行
政
を
担
う
現
状
が

あ
り
、「
二
重
行
政
」の
解
消
を
重
視
す

る
。
一
方
で
、
財
政
へ
の
影
響
を
巡
っ
て

は
神
奈
川
県
と
横
浜
、
川
崎
、
相
模
原
の

３
政
令
市
の
試
算
は
食
い
違
う
。
福
田
市

長
は
双
方
が
前
提
条
件
や
デ
ー
タ
を
公
開

し
、
冷
静
に
検
証
す
べ
き
だ
と
求
め
た
。

　
質
疑
で
は
、
市
民
の
関
心
の
低
さ
や
投

票
率
の
低
迷
を
指
摘
す
る
声
も
出
た
。
制

度
の
議
論
は
複
雑
で
、
日
々
の
暮
ら
し
と

　「
特
別
市
は
大
都
市
だ
け
が
得
を
す
る

制
度
で
は
な
い
。
人
口
減
少
時
代
に
行
政

を
ど
う
最
適
化
す
る
の
か
と
い
う
議
論

だ
」。
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
会
見
し
た
川

崎
市
の
福
田
紀
彦
市
長
は
、
法
制
化
を
目

指
す
特
別
市
制
度
を
こ
う
位
置
付
け
た
。

　
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
は
待
っ
た
な

し
。
自
治
体
は
限
ら
れ
た
人
材
と
財
源
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
こ
と
を
迫
ら

れ
て
い
る
。
特
別
市
構
想
は
単
な
る
権
限

水
道
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
維
持
や

医
療
、
福
祉
と

い
っ
た
行
政
サ

ー
ビ
ス
そ
の
も

の
が
立
ち
行
か

な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
。
福
田

移
譲
の
議
論
で
は
な
い
。
人
口
減
少
時
代

に
、
戦
後
か
ら
続
く
地
方
自
治
の
仕
組
み

を
維
持
で
き
る
の
か
。
そ
の
危
機
感
が
そ

も
そ
も
の
議
論
の
土
台
に
な
っ
て
い
る
。

　
す
で
に
自
治
体
運
営
を
担
う
人
材
の
奪

い
合
い
は
始
ま
っ
て
い
る
。
地
方
公
務
員

の
確
保
が
難
し
く
な
れ
ば
、
道
路
や
上
下

阿
あ

南
なん

英
ひで

明
あき

さん 神奈川県立病院機構理事長日本災害医学会理事     
　熊本地震で熱中症対策として
DMAT（災害派遣医療チーム）が高齢
介護施設の空調環境を評価し、早急
に対処した例を紹介した。災害医療対
応では、「マネジメント」が重要だと強調。
「専門のノウハウが必要なマネジメントを
自治体がやるのは非常に難しい。自治体
職員にただやれというのは限界がある」

■9・7／出席：会15人、オ35人／「2026熊本地震」保健医療
福祉対応の進化と生活支援／司会：永山悦子委員

山
やま

野
の

目
め

章
あき

夫
お

さん 早稲田大学法学学術院教授

　「これまでの成年後見制度は、本人
意思の尊重の不徹底や事実上の終
身制などの問題があった。これから
は本人の意向を尊重し、補助の開始・
終了の際に必要性の要件を徹底す
るなどの仕組みに改められる」「制度
の実施までに関係者の共通理解を形
成し、努力していかないといけない」

■9・11／出席：会6人、オ26人／「どうなる成年後見」④／
司会：小林伸年委員

「
な
ぜ
今
、
特
別
市
な
の
か
？
」①

福
田

紀
彦
　川
崎
市
長

９月３日

人
口
減
下
行
政
最
適
化
の
道

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37208/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37187/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37205/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37206/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37118/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37213/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37200/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37207/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37209/report
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ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
シ
ー
ラ
ー
　

駐
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使

９月９日

日
豪 

信
頼
か
つ
て
な
い
域
に

「
２
０
２
６
熊
本
地
震
」

菅
野
　
拓
　
大
阪
公
立
大
学
准
教
授

９月８日

「
市
町
村
中
心
主
義
」
見
直
し
を

ら
さ
れ
る
か
ら
で
き
な
い
。
こ
こ
に
問
題

の
核
心
が
あ
る
と
思
う
」。
ま
た
、「
あ
る

地
域
に
た
ま
に
し
か
起
き
な
い
」と
い
う

災
害
が
も
つ
特
性
も
、
対
応
を
難
し
く
し

て
い
る
と
い
う
。
被
災
地
で
教
訓
や
ノ
ウ

ハ
ウ
が
得
ら
れ
て
も
、
そ
れ
が
次
の
災
害

へ
の
備
え
と
し
て
共
有
さ
れ
に
く
い
。

　
市
町
村
が
災
害
対
応
を
担
う
仕
組
み

は
、
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
を
機
に
１
９
６

１
年
に
制
定
さ
れ
た
災
害
対
策
基
本
法
に

基
づ
い
て
い
る
。
た
だ
、「
当
時
は
消
防
業

務
を
参
考
と
し
て
単
純
に
設
計
さ
れ
た
の

で
は
」と
菅
野
さ
ん
。
一
方
で
現
在
の
災

害
対
応
は
、幅
広
い
分
野
の
総
合
行
政
だ
。

　
強
調
し
た
の
は「
ど
ん
な
規
模
の
災
害

で
も『
市
町
村
中
心
主
義
』と
い
う
の
は

非
合
理
だ
」と
い
う
点
。
災
害
対
策
基
本

法
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
巨
大

災
害
で
も
、
２
日
間
で
過
ぎ
去
る
台
風
で

も
市
町
村
の
責
務
だ
。「
普
段
で
も
人
が

足
り
な
い
市
町
村
で
、
全
て
対
応
す
る
の

は
無
理
が
あ
る
」。そ
こ
で
災
害
の
規
模
に

応
じ
て
、
都
道
府
県
や
国
が
対
応
す
る
よ

う
役
割
分
担
を
見
直
す
べ
き
だ
と
提
言
し

た
。市
町
村
よ
り
大
き
な
県
レ
ベ
ル
な
ら
、

民
間
企
業
と
支
援
協
定
を
事
前
に
結
ぶ
な

ど
の
対
応
が
取
り
や
す
い
の
も
利
点
だ
と

い
う
。
11
月
に
発
足
す
る
防
災
庁
に
も
、

専
門
家
に
よ
る「
餅
は
餅
屋
」の
災
害
対

応
を
実
現
し
て
ほ
し
い
と
期
待
し
た
。

毎
日
新
聞
社
オ
ピ
ニ
オ
ン
編
集
部
　
野
田
　
武

安
全
保
障
顧
問
を
務
め
た
。

　
モ
リ
ソ
ン
政
権
、
ア
ル
バ
ニ
ー
ジ
ー
政

権
で
は
国
家
情
報
庁
長
官
を
務
め
、
日
本

と
の
協
力
を
進
め
た
。
日
本
の
国
家
情
報

局
発
足
を
歓
迎
し「
次
の
段
階
の
イ
ン
テ

リ
ジ
ェ
ン
ス
改
革
を
支
援
し
た
い
」と
意

気
込
む
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
世
論
調
査
で
日
本

が
最
も
信
頼
で
き
る
国
と
し
て
６
年
連
続

で
１
位
と
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
。
日
本
へ

の
石
炭
と
液
化
天
然
ガ
ス（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）の

最
大
の
供
給
国
だ
が
、
日
本
で
１
日
に
使

わ
れ
る
電
気
の
う
ち
、
８
時
間
分
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
わ

れ
て
い
る
計
算
だ
と
明
ら
か
に
し
た
。

　
日
豪
は
、
も
が
み
型
護
衛
艦
の
能
力
向

上
型
を
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
向
け
に
共
同
開

発
す
る
。
第
１
陣
が
建
造
さ
れ
る
三
菱
重

工
業
の
長
崎
造
船
所
を
視
察
し
た
と
い

い
、
そ
の
技
術
を
称
賛
。「
防
衛
産
業
の

よ
り
深
い
統
合
の
始
ま
り
だ
」と
述
べ

た
。
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
発
射
試
験
で
の
協

力
も
挙
げ「
日
豪
は
自
由
で
開
か
れ
た
イ

ン
ド
太
平
洋
」を
守
っ
て
い
く
べ
き
だ
と

す
る
。
質
疑
応
答
で
も「
日
本
が（
安
保
）

政
策
を
進
化
さ
せ
、
地
域
の
安
全
に
よ
り

積
極
的
な
役
割
を
果
た
そ
う
と
し
て
い
る

こ
と
を
歓
迎
す
る
」と
明
言
し
た
。

共
同
通
信
社
外
信
部
　
小
宮
　
伸
太
郎

　「
な
ぜ
繰
り

返
す
の
か
」。各

地
で
被
災
地
の

災
害
対
応
を
研

究
し
て
き
た
菅

野
さ
ん
が
掲
げ

た
演
題
だ
。「
ほ

ぼ
課
題
が
変
わ

っ
て
い
な
い
と

権
に
提
言
し
て

い
た
と
い
う
。

第
１
次
、
２
次

安
倍
晋
三
政
権

と
の
間
で
安
全

保
障
協
力
を
推

進
し
た
ハ
ワ
ー

ド
政
権
、
ア
ボ

ッ
ト
政
権
で
は

両
首
相
の
国
家

い
う
の
が
、
現
地
を
見
ら
れ
た
記
者
の
皆

さ
ん
の
実
感
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

こ
れ
を
基
本
的
な
論
点
と
し
て
話
し
た

い
」と
切
り
出
し
た
。

　
熊
本
地
震
か
ら
約
10
日
が
経
過
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
支
援
物
資
の
仕
分
け
が

滞
っ
て
い
た
例
を
挙
げ
た
。
ス
ラ
イ
ド
の

写
真
で
は
、
飲
み
物
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
物
資
の
入
っ
た
段
ボ
ー
ル
箱
が
混
在

し
て
倉
庫
に
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
災
害
の

起
き
て
い
な
い
平
時
は
、
こ
う
し
た
物
資

の
配
送
を
は
じ
め
、
住
宅
供
給
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
担
う
の
は
主
に
民
間
だ
。
こ
れ

が
災
害
時
に
な
る
と
、
慣
れ
て
い
な
い
地

方
自
治
体
、
中
で
も
市
町
村
が
担
い
手
に

な
る
点
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。「
や

っ
た
こ
と
の
な
い
こ
と
を
、
い
き
な
り
や

　
２
月
に
着
任
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

シ
ー
ラ
ー
駐
日
大
使
が
記
者
会
見
し
た
。

太
平
洋
戦
争
で
戦
火
を
交
え
た
日
豪
が
戦

後
一
転
し
て「
最
も
近
し
い
パ
ー
ト
ナ

ー
」に
な
る
ま
で
関
係
を
発
展
さ
せ
て
き

た
歴
史
は「
信
頼
の
物
語
」だ
と
表
現
し

た
。「
戦
略
的
連
携
、
経
済
の
相
互
補
完
、

信
頼
は
か
つ
て
な
い
レ
ベ
ル
に
あ
る
」と

断
言
す
る
。

　
安
全
保
障
や
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
、
日
本
と
の
関
係
は
深

い
。
外
務
貿
易
省
で
日
本
担
当
だ
っ
た
２

０
０
０
年
に
は
既
に
、
日
本
と
自
由
貿
易

協
定
を
結
び
、
安
全
保
障
面
で
も
連
携
す

べ
き
だ
と
す
る
政
策
論
文
を
ま
と
め
、
政
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エ
マ
ニ
ュ
エ
ル・ナ
ヴ
ォ
ン
　

次
期
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使

９月11日

「
国
際
法
違
反
」
に
強
く
反
論

た
。
ガ
ザ
の
悲
惨
な
状
況
に
最
終
的
な
責

任
を
負
う
の
は
ハ
マ
ス
だ
」と
強
く
反
論

し
た
。

　
む
し
ろ「
国
連
や
国
連
機
関
が
本
来
の

設
立
時
の
理
念
や
原
則
か
ら
逸
脱
し
て
し

ま
っ
た
」と
し
、Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ（
国
連
パ
レ

ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
）や
国
連
人

権
理
事
会
に
批
判
の
矛
先
を
向
け
た
。
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
首
相
ら
に
逮
捕
状
を
出
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｃ（
国
際
刑
事
裁
判
所
）に
対
し
て
も

「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
独
立
し
た
司
法
制
度
が

捜
査
を
行
う
意
思
や
能
力
を
欠
い
て
い
る

と
立
証
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

指
導
者
へ
の
手
続
き
を
す
す
め
た
」と
非

難
。
赤
根
智
子
所
長
ら
に
制
裁
を
科
し
た

ア
メ
リ
カ
に
も
賛
同
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

　
日
本
に
つ
い
て
は
２
０
２
３
年
10
月
7

日
を
き
っ
か
け
に「
や
や
隔
た
り
が
生
じ

た
」と
し
つ
つ
も
、
関
係
強
化
へ
の
強
い

期
待
を
表
し
た
。「
誠
実
で
敬
意
あ
る
対

話
を
通
じ
、
相
違
を
解
決
し
、
両
国
の
友

情
を
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
と
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
精
力
的
な
発
信
を
見
る
限

り
、
自
国
の
立
場
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
信
念

が
う
か
が
え
る
。
終
わ
り
の
見
え
な
い
戦

争
の
当
事
国
と
し
て
、
厳
し
い
意
見
に
も

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
対
話
へ
の
努
力
を
続

け
て
い
け
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
　
島
崎
　
浩

が
広
が
っ
た
。

そ
う
し
た
非
難

を
念
頭
に「
イ

ス
ラ
エ
ル
は
、

過
酷
な
状
況
で

残
虐
な
敵
と
戦

い
な
が
ら
も
、

民
間
人
の
被
害

を
避
け
る
た
め

最
善
を
尽
く
し

　
信
任
状
の
奉
呈
前
の
た
め「
次
期
大

使
」の
肩
書
き
で
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
の

は
９
月
11
日
。
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
25
年

と
い
う
そ
の
日
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
推
し

進
め
る「
テ
ロ
と
の
戦
い
」の
正
当
性
を

強
調
し
た
。

　
今
回
、駐
日
大
使
に
起
用
さ
れ
る
ま
で
、

長
く
外
交
や
国
際
関
係
論
を
研
究
し
、
日

本
語
で
出
版
さ
れ
た
著
書
も
あ
る
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
現
代
史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、

冷
静
な
口
調
で
、
自
国
の
論
理
を
展
開
し

た
。

　
ハ
マ
ス
の
越
境
攻
撃
を
き
っ
か
け
と
す

る
ガ
ザ
地
区
へ
の
大
規
模
攻
撃
で
は
、
膨

大
な
数
の
住
民
の
犠
牲
、
深
刻
な
人
道
危

機
に
よ
り
、
国
際
人
道
法
違
反
と
の
非
難

「
生
成
Ａ
Ｉ
」⑧

佐
藤
　
一
郎
　
国
立
情
報
学
研
究
所

教
授
　
　
　
　
　

９月14日

中
国
に
太
刀
打
ち
で
き
ぬ
恐
れ

師
役
」に
採
用
し
て
10
カ
所
の
学
習
拠
点

で
８
時
間
２
交
代
制
の
も
と
大
量
に
動
作

を
教
え
込
ま
せ
て
い
る
実
態
を
紹
介
し

た
。
仮
想
環
境
で
動
作
な
ど
を
学
習
さ
せ

る
研
究
開
発
も
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
そ
の
上
で
、
既
存
の
現
場
デ
ー
タ
の
活

用
を
目
指
す
日
本
の
戦
略
で
は
、
太
刀
打

ち
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
。
米
国

に
先
行
ま
た
は
互
角
と
い
え
る
中
国
の
研

究
開
発
の
動
向
を
見
極
め
、
有
利
と
な
る

要
素
技
術
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
な
る
の

が
、
日
本
の
戦
略
の
一
つ
に
な
る
と
提
言

し
た
。

　
米
中
間
で
の
開
発
競
争
に
つ
い
て
は

「
先
行
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
各
社
が
、

開
発
競
争
を
暴
走
さ
せ
て
い
る
」と
分

析
。
Ａ
Ｉ
の
開
発
競
争
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
に
く
い
現
状
を
解
説
し
た
。

　
日
本
が
自
律
的
に
Ａ
Ｉ
を
使
え
る
環
境

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
課
題
に
つ
い
て

は
、「
日
本
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
開
発
は
非
常

に
遅
れ
て
い
る
」と
し
た
上
で
、「
海
外

製
も
含
め
、
一
定
の
品
質
を
満
た
し
た
Ａ

Ｉ
を
安
定
し
て
確
保
で
き
る
体
制
を
作
る

こ
と
が
現
実
的
だ
」と
指
摘
。
米
中
の
開

発
競
争
の
中
で
、
日
本
の
苦
肉
の
生
き
残

り
策
を
提
案
し
た
。

　
読
売
新
聞
社
調
査
研
究
本
部
主
任
研
究
員
　

三
井
　
誠

　
Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）を
巡
る

米
中
の
開
発
競

争
は
激
し
さ
を

増
す
ば
か
り

だ
。
米
国
の
最

新
Ａ
Ｉ
が
、
開

発
者
の
意
図
に

反
し
て
他
社
の

シ
ス
テ
ム
に
侵

入
す
る
事
案
が
発
生
す
る
な
ど
安
全
性
へ

の
懸
念
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　
佐
藤
一
郎
氏
は
米
中
の
研
究
開
発
の
現

状
に
つ
い
て
、「
最
上
位
性
能
モ
デ
ル
で

は
米
国
が
優
位
を
保
っ
て
い
る
が
、
中
小

規
模
モ
デ
ル
で
は
中
国
が
優
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」と
指
摘
。
さ
ら
に
、
中
国

が
低
価
格
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
米
国
の
Ａ
Ｉ
事
業
者
が
値
下
げ
を
迫

ら
れ
る
可
能
性
に
言
及
。「
将
来
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
需
要
が
縮
小
し
、
Ａ
Ｉ
バ
ブ

ル
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
要
因
に
な
り
う

る
」と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
日
本
政
府
が
成
長
戦
略
の
中
核
に
位
置

づ
け
る「
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
」に
つ
い
て

も
解
説
。
中
国
企
業
が
、
一
般
人
を「
教
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エ
マ
ニ
ュ
エ
ル・ナ
ヴ
ォ
ン
　

次
期
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使

９月11日

「
国
際
法
違
反
」
に
強
く
反
論

た
。
ガ
ザ
の
悲
惨
な
状
況
に
最
終
的
な
責

任
を
負
う
の
は
ハ
マ
ス
だ
」と
強
く
反
論

し
た
。

　
む
し
ろ「
国
連
や
国
連
機
関
が
本
来
の

設
立
時
の
理
念
や
原
則
か
ら
逸
脱
し
て
し

ま
っ
た
」と
し
、Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ｗ
Ａ（
国
連
パ
レ

ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関
）や
国
連
人

権
理
事
会
に
批
判
の
矛
先
を
向
け
た
。
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
首
相
ら
に
逮
捕
状
を
出
し
た
Ｉ

Ｃ
Ｃ（
国
際
刑
事
裁
判
所
）に
対
し
て
も

「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
独
立
し
た
司
法
制
度
が

捜
査
を
行
う
意
思
や
能
力
を
欠
い
て
い
る

と
立
証
す
る
こ
と
な
く
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

指
導
者
へ
の
手
続
き
を
す
す
め
た
」と
非

難
。
赤
根
智
子
所
長
ら
に
制
裁
を
科
し
た

ア
メ
リ
カ
に
も
賛
同
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

　
日
本
に
つ
い
て
は
２
０
２
３
年
10
月
7

日
を
き
っ
か
け
に「
や
や
隔
た
り
が
生
じ

た
」と
し
つ
つ
も
、
関
係
強
化
へ
の
強
い

期
待
を
表
し
た
。「
誠
実
で
敬
意
あ
る
対

話
を
通
じ
、
相
違
を
解
決
し
、
両
国
の
友

情
を
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
と
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
精
力
的
な
発
信
を
見
る
限

り
、
自
国
の
立
場
へ
の
揺
る
ぎ
な
い
信
念

が
う
か
が
え
る
。
終
わ
り
の
見
え
な
い
戦

争
の
当
事
国
と
し
て
、
厳
し
い
意
見
に
も

耳
を
傾
け
な
が
ら
、
対
話
へ
の
努
力
を
続

け
て
い
け
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
　
島
崎
　
浩

が
広
が
っ
た
。

そ
う
し
た
非
難

を
念
頭
に「
イ

ス
ラ
エ
ル
は
、

過
酷
な
状
況
で

残
虐
な
敵
と
戦

い
な
が
ら
も
、

民
間
人
の
被
害

を
避
け
る
た
め

最
善
を
尽
く
し

　
信
任
状
の
奉
呈
前
の
た
め「
次
期
大

使
」の
肩
書
き
で
記
者
会
見
に
臨
ん
だ
の

は
９
月
11
日
。
同
時
多
発
テ
ロ
か
ら
25
年

と
い
う
そ
の
日
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
推
し

進
め
る「
テ
ロ
と
の
戦
い
」の
正
当
性
を

強
調
し
た
。

　
今
回
、駐
日
大
使
に
起
用
さ
れ
る
ま
で
、

長
く
外
交
や
国
際
関
係
論
を
研
究
し
、
日

本
語
で
出
版
さ
れ
た
著
書
も
あ
る
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
現
代
史
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、

冷
静
な
口
調
で
、
自
国
の
論
理
を
展
開
し

た
。

　
ハ
マ
ス
の
越
境
攻
撃
を
き
っ
か
け
と
す

る
ガ
ザ
地
区
へ
の
大
規
模
攻
撃
で
は
、
膨

大
な
数
の
住
民
の
犠
牲
、
深
刻
な
人
道
危

機
に
よ
り
、
国
際
人
道
法
違
反
と
の
非
難

「
生
成
Ａ
Ｉ
」⑧

佐
藤
　
一
郎
　
国
立
情
報
学
研
究
所

教
授
　
　
　
　
　

９月14日

中
国
に
太
刀
打
ち
で
き
ぬ
恐
れ

師
役
」に
採
用
し
て
10
カ
所
の
学
習
拠
点

で
８
時
間
２
交
代
制
の
も
と
大
量
に
動
作

を
教
え
込
ま
せ
て
い
る
実
態
を
紹
介
し

た
。
仮
想
環
境
で
動
作
な
ど
を
学
習
さ
せ

る
研
究
開
発
も
進
ん
で
い
る
と
い
う
。

　
そ
の
上
で
、
既
存
の
現
場
デ
ー
タ
の
活

用
を
目
指
す
日
本
の
戦
略
で
は
、
太
刀
打

ち
で
き
な
い
恐
れ
が
あ
る
と
指
摘
。
米
国

に
先
行
ま
た
は
互
角
と
い
え
る
中
国
の
研

究
開
発
の
動
向
を
見
極
め
、
有
利
と
な
る

要
素
技
術
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
な
る
の

が
、
日
本
の
戦
略
の
一
つ
に
な
る
と
提
言

し
た
。

　
米
中
間
で
の
開
発
競
争
に
つ
い
て
は

「
先
行
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
る
各
社
が
、

開
発
競
争
を
暴
走
さ
せ
て
い
る
」と
分

析
。
Ａ
Ｉ
の
開
発
競
争
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
に
く
い
現
状
を
解
説
し
た
。

　
日
本
が
自
律
的
に
Ａ
Ｉ
を
使
え
る
環
境

を
維
持
し
て
い
く
た
め
の
課
題
に
つ
い
て

は
、「
日
本
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
開
発
は
非
常

に
遅
れ
て
い
る
」と
し
た
上
で
、「
海
外

製
も
含
め
、
一
定
の
品
質
を
満
た
し
た
Ａ

Ｉ
を
安
定
し
て
確
保
で
き
る
体
制
を
作
る

こ
と
が
現
実
的
だ
」と
指
摘
。
米
中
の
開

発
競
争
の
中
で
、
日
本
の
苦
肉
の
生
き
残

り
策
を
提
案
し
た
。

　
読
売
新
聞
社
調
査
研
究
本
部
主
任
研
究
員
　

三
井
　
誠

　
Ａ
Ｉ（
人
工

知
能
）を
巡
る

米
中
の
開
発
競

争
は
激
し
さ
を

増
す
ば
か
り

だ
。
米
国
の
最

新
Ａ
Ｉ
が
、
開

発
者
の
意
図
に

反
し
て
他
社
の

シ
ス
テ
ム
に
侵

入
す
る
事
案
が
発
生
す
る
な
ど
安
全
性
へ

の
懸
念
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　
佐
藤
一
郎
氏
は
米
中
の
研
究
開
発
の
現

状
に
つ
い
て
、「
最
上
位
性
能
モ
デ
ル
で

は
米
国
が
優
位
を
保
っ
て
い
る
が
、
中
小

規
模
モ
デ
ル
で
は
中
国
が
優
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」と
指
摘
。
さ
ら
に
、
中
国

が
低
価
格
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
米
国
の
Ａ
Ｉ
事
業
者
が
値
下
げ
を
迫

ら
れ
る
可
能
性
に
言
及
。「
将
来
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
需
要
が
縮
小
し
、
Ａ
Ｉ
バ
ブ

ル
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
要
因
に
な
り
う

る
」と
の
見
方
を
示
し
た
。

　
日
本
政
府
が
成
長
戦
略
の
中
核
に
位
置

づ
け
る「
フ
ィ
ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
」に
つ
い
て

も
解
説
。
中
国
企
業
が
、
一
般
人
を「
教
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著
者
と
語
る『
お
ど
ろ
き
の
刑
事
司
法
　

“
犯
罪
者
”の
作
り
方
』

村
木
　
厚
子
　
元
厚
生
労
働
次
官

９月24日

絶
望
の
前
に
語
り
続
け
る

伊
藤
　
学
司
　
文
化
庁
長
官

９月25日

文
化
と
経
済
の
好
循
環
に
意
欲

こ
と
に
触
れ
つ
つ
、
そ
の
中
で
文
化
庁
の

役
割
は「
優
れ
た
も
の
を
生
み
出
す
人
材

を
育
て
、
文
化
を
作
る
こ
と
」と
し
、「
文

化
芸
術
と
経
済
の
好
循
環
」の
推
進
に
意

欲
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
食
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
生
活

文
化
の
振
興
に
も
注
力
す
る
と
し
、
今
秋

に
も
生
活
文
化
分
野
で
初
と
な
る
人
間
国

宝
の
認
定
や「
食
の
至
宝
」の
顕
彰
を
行

う
方
針
を
説
明
し
た
。

　
質
疑
応
答
で
は
、
２
度
の
入
札
不
調
で

建
て
替
え
が
遅
れ
て
い
る
国
立
劇
場（
東

京
都
千
代
田
区
）の
再
整
備
問
題
が
焦
点

と
な
っ
た
。
２
０
３
３
年
度
の
再
開
場
を

目
指
し
て
い
て
、
23
年
10
月
の
閉
場
以
来

約
10
年
間
の
空
白
が
生
じ
る
こ
と
に
つ
い

て
、「
こ
れ
ま
で
の
入
札
へ
の
取
り
組
み

に
は
、
反
省
す
べ
き
点
も
あ
っ
た
。
大
変

申
し
訳
な
い
」と
陳
謝
し
た
。

　
そ
の
う
え
で
、
国
立
劇
場
を「
伝
統
芸

能
の
継
承
拠
点
で
あ
り
聖
地
」と
位
置
づ

け
、「
10
年
空
い
た
と
し
て
も
、
良
い
も

の
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
語
り
、
３
度
目
の
入
札
に
不
退
転
の
姿

勢
で
臨
み
、
再
整
備
を
完
遂
す
る
決
意
を

示
し
た
。

　「
文
化
芸
術
立
国
」に
向
け
、
文
化
庁

が
担
う
役
割
と
課
題
は
多
岐
に
わ
た
る
。

読
売
新
聞
社
文
化
部
　
森
田
　
睦

　「
文
化
予
算

を
大
幅
に
引
き

上
げ
、
着
実
に

施
策
を
実
行
し

て
い
く
」。
今

年
４
月
、
文
部

科
学
省
出
身
の

行
政
官
と
し
て

16
年
ぶ
り
に
文

化
庁
長
官
に
就

任
し
た
伊
藤
学
司
氏
は
、「
文
化
芸
術
立

国
」を
実
現
す
る
た
め
の
自
身
の
使
命
を

語
っ
た
。

　
１
０
０
０
億
円
台
で
推
移
し
、
フ
ラ
ン

ス
や
韓
国
な
ど
文
化
に
力
を
入
れ
る
諸
外

国
に
比
べ
て
少
な
い
と
さ
れ
る
文
化
庁
予

算
の
拡
充
は
喫
緊
の
課
題
。
来
年
度
概
算

要
求
で
は
２
３
３
５
億
円
を
計
上
し
た
こ

と
を
報
告
し
た
。
重
点
施
策
と
し
て
、
ア

ニ
メ
や
マ
ン
ガ
、
映
画
、
ゲ
ー
ム
な
ど
コ

ン
テ
ン
ツ
産
業
の
海
外
展
開
と
人
材
育
成

を
挙
げ
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
の
育
成
支

援
に
６
４
９
億
円
を
要
求
し
て
い
る
こ
と

を
説
明
し
た
。

　
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
は
、
政
府
が
成
長
戦

略
の
対
象
と
し
て
掲
げ
る
17
分
野
の
一
つ

で
、
他
省
庁
と
連
携
し
て
振
興
し
て
い
る

い
る
」の
を
見
過
ご
せ
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　
自
ら
が
罪
に
落
と
さ
れ
か
け
た
事
件
は

法
務
省
の
刑
事
司
法
改
革
の
き
っ
か
け
に

な
り
、
法
制
審
議
会
部
会
の
委
員
と
し
て

刑
事
訴
訟
法
改
正
の
過
程
に
か
か
わ
っ

た
。
し
か
し
取
り
調
べ
の
録
音
・
録
画
制

度
は
導
入
さ
れ
た
が
対
象
は
限
定
さ
れ
る

な
ど
、
思
っ
て
い
た
よ
う
な
改
革
に
な
ら

な
か
っ
た
。

　
19
年
に
全
面
施
行
さ
れ
た
改
正
法
の

「
３
年
後
の
見
直
し
」作
業
は
今
も
続
く

が
、「
マ
ス
コ
ミ
に
も
非
公
開
。
議
事
録

も
忘
れ
た
こ
ろ
に
出
て
、
話
題
に
な
ら
な

い
」。
官
僚
と
し
て
の
経
験
か
ら
み
て
も
、

今
の
や
り
方
は「
検
討
中
」を
掲
げ
た
時

間
稼
ぎ
だ
と
、不
信
感
を
率
直
に
語
っ
た
。

　
本
に
は
、検
察
と
同
様
の
力
で
裁
判
所
、

弁
護
側
も
証
拠
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

な
ど
、
刑
事
司
法
へ
の
具
体
的
な
提
言
も

盛
り
込
ん
で
い
る
。

　
近
年
は
不
当
な
取
り
調
べ
で
検
察
官
が

罪
に
問
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
続
い
て
い
る

が
、「『
し
く
み
』と
し
て
考
え
直
さ
ね
ば

な
ら
な
い
」と
強
調
し
た
。
刑
事
司
法
の

機
能
は
ほ
か
に
置
き
換
え
ら
れ
な
い
。「
検

事
を
続
け
る
な
ら
検
察
に
い
る
し
か
な

い
。
い
い
人
が
行
き
た
い
組
織
に
す
る
こ

と
だ
」。
ま
だ
、
絶
望
は
し
た
く
な
い
の

だ
と
、
そ
の
と
き
は
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
朝
日
新
聞
社
オ
ピ
ニ
オ
ン
編
集
長
　

井
田
　
香
奈
子

数
年
経
て
新
た

に
出
版
し
た
の

は「『
な
い
事

件
』を
仕
立
て

上
げ
る
。
弱
い

人
を
責
め
立
て

て
自
白
を
引
き

出
し
、
ト
ッ
プ

に
攻
め
上
が
る

事
件
が
続
い
て

　
起
き
た
犯
罪
の
責
任
者
を
調
べ
、
必
要

な
処
罰
を
す
る
は
ず
の
刑
事
司
法
が
、
自

ら「
犯
罪
者
」を
作
り
出
す
―
―
。

　
近
著
の
タ
イ
ト
ル
は
強
烈
だ
が
、
村
木

さ
ん
が
巻
き
込
ま
れ
た
冤え

ん

罪ざ
い

事
件
、
そ
し

て
そ
の
後
も
違
法
な
捜
査
や
長
期
勾
留
を

め
ぐ
る
問
題
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
納
得
し
て
し
ま
う
。

　
厚
生
労
働
省
局
長
だ
っ
た
２
０
０
９

年
、
郵
便
不
正
事
件
で
大
阪
地
検
特
捜
部

に
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
、そ
の
後
、無
罪
が
確

定
し
た
。
主
任
検
事
は
捜
査
の
見
立
て
に

合
わ
せ
て
証
拠
の
改
ざ
ん
ま
で
行
い
、
上

司
も
含
め
検
事
３
人
が
有
罪
に
な
っ
た
。

　
そ
の
体
験
は
既
に
本
に
し
て
い
る
。
十
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『
ル
ポ 

ク
マ
襲
撃
　被
害
最
多
県 

秋
田
の
現

場
か
ら
』工

藤
　
哲（
毎
日
新
聞
社
秋
田
支
局
・
記
者
）

秋
田
の
ク
マ
対
策
か
ら
学
ぶ

　

　
人
里
や
市
街
地
で
の
出
没
や
人
身
事
故

が
相
次
ぐ
ク
マ
被
害
。
今
秋
も
人
と
の
遭

遇
が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
２
０
２
５
年
度

に
最
も
多
く
の
人
身
被
害
が
出
た
の
は
秋

田
県
で
し
た
。
背
景
に
は
人
口
減
少
や
え

さ
と
な
る
木
の
実
の
不
足
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
自
衛
隊
が
出
動
し
た
こ
の
年
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、
秋
田
で
の
さ
ま
ざ

ま
な
対
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。
地
方
で
は

「
ク
マ
の
知
識
」が
さ
ら
に
必
要
に
な
っ

て
お
り
、
学
ぶ
こ
と
で
遭
遇
の
確
率
は
下

げ
ら
れ
ま
す
。

被
害
の
防
止
に

つ
な
が
れ
ば
幸

い
で
す
。

�『
令
和
政
権
論 

今
な
ぜ
高
市
首
相
な
の
か
』

芹
川
　
洋
一（
日
本
経
済
新
聞
社
客
員
編
集
委
員
）

御
厨
貴
氏
と
の
共
著

令
和
の
政
権
を
論
じ
る

　

　
大
学
の
ゼ
ミ
で
一
緒
だ
っ
た
東
大
名
誉

教
授
の
御
厨
貴
さ
ん
と
の
対
談
の
５
冊
目

で
、
学
者
と
記
者
に
よ
る「
現
代
政
治
講

談
」で
す
。
高
市
早
苗
と
い
う
特
異
な
首

相
が
誕
生
し
た
背
景
と
政
権
の
現
状
を
考

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

平凡社
1,210円

え
る
の
が
ね
ら
い
で
す
。
石
破
茂
―
岸
田

文
雄
―
菅
義
偉
と
、
さ
か
の
ぼ
り
な
が
ら

令
和
の
政
権
を
論
じ
て
い
ま
す
。
自
民
党

の
振
り
子
の
支
点
が
右
に
動
き
、
戦
後
政

治
を
終
わ
ら
せ
た
の
が
高
市
首
相
で
は
な

い
か
。
日
本
政
治
を
み
る
う
え
で
何
ら
か

の
判
断
材
料
を

提
供
で
き
て
い

る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま

す
。

�『
日
米 

謀
略
の
裏
面
史
』

春
名
　
幹
男（
共
同
通
信
社
出
身
）

未
知
の
情
報
が
満
載

　

　
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
の
現
状
を
見
て「
戦

後
の
日
米
関
係
は
良
好
だ
っ
た
」と
考
え

る
の
は
幻
想
だ
。

　
突
然
の
高
関
税
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
時

に
も
あ
っ
た
。
日
米
半
導
体
協
定
を
め
ぐ

る
対
立
で
日
本
製
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
１
０

０
％
の
制
裁
関
税
を
課
せ
ら
れ
た
。
米
国

は
日
本
の
半
導
体
産
業
を
つ
ぶ
し
、
プ
ラ

ザ
合
意
で
円
高
を
押
し
付
け
、
バ
ブ
ル
崩

壊
で
日
本
の
繁
栄
は
終
わ
っ
た
。

　
全
21
章
で
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
の
真
相
や
昭

和
天
皇
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
改
宗
さ
せ
る

極
秘
計
画
な
ど

未
知
の
情
報
が

満
載
で
す
。

日経BP�日本経済新聞出版
1,320円

文藝春秋
1,430円

Ｉ
Ｔ
編
④

バ
イ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
よ
う

９
・
12
／
出
席
：
会
場
12
人
、
ウ
ェ
ブ
28
人

■
与
え
る
権
限
は
最
小
限
に

　
人
間
の
言
葉
で
目
的
を
伝
え
、
Ａ
Ｉ
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
修
正
を
さ
せ
る
開

発
手
法「
バ
イ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」に
挑

戦
し
た
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
挑
戦
し
て

み
た
い
テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、Google A

I 
Studio

を
使
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し

た
。
実
践
に
先
立
ち
、
共
同
通
信
社
デ
ー

タ
調
査
報
道
部
の
鈴
木
快
生
さ
ん
が
バ
イ

ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
仕
組
み
や
注
意
点
を

説
明
。
統
計
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
や
地
図
に

し
た
り
、
取
材
の
日
程
や
資
料
を
管
理
し

た
り
す
る
ツ
ー
ル
の
ほ
か
、
選
挙
結
果
を

分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
な
ど
に
活
用
で
き
る
と
紹
介
し
た
。

　
一
方
で
、「
Ａ
Ｉ
に
生
成
だ
け
で
な
く
、

フ
ァ
イ
ル
の
読
み
取
り
や
パ
ソ
コ
ン
の
自

動
操
作
を
さ
せ
る
の
で
、
他
人
に
パ
ソ
コ

ン
を
貸
す
の
と
同
じ
状
態
に
な
る
」と
指

摘
。「
人
間
が
想
像
も
し
な
い（
ハ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
の
）方
法
で
課
題
を
解
決
し
よ

う
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
ご
く
ま
れ
に
起

こ
る
。
Ａ
Ｉ
に
今
何
を
や
ら
せ
て
い
る
の

か
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
。
与
え
る
権

限
は
最
小
限
に
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を

担
保
す
る
必
要
が
あ
る
」と
語
っ
た
。

土
曜
記
者
ゼ
ミ

調
査
報
道
④

「
み
ん
な
で
大
家
さ
ん
」問
題
を
追
う

９
・
19
／
講
師
：
本
間
純 

日
経
Ｂ
Ｐ 

日
経
不

動
産
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
副
編
集
長
／
出
席
：
会

場
６
人
、
ウ
ェ
ブ
17
人

■
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
活
用

　
総
額
２
千
億
円
、
３
万
８
千
人
の
個
人

投
資
家
が
参
加
す
る
不
動
産
フ
ァ
ン
ド

「
み
ん
な
で
大
家
さ
ん
」。
金
融
商
品
は
成

田
空
港
近
く
で
計
画
さ
れ
る
大
型
複
合
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
投
資
対
象
と
す
る
金

融
商
品「
シ
リ
ー
ズ
成
田
」を
は
じ
め
全

国
各
地
に
あ
り
、
事
業
者
の
債
務
超
過
、

従
業
員
給
与
の
未
払
い
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。
本
間
さ
ん
は
２
年
間
に
わ
た
る
調
査

報
道
で
、
最
大
１
２
５
倍
に
上
る
土
地
評

価
の
水
増
し
や
成
田
市
議
へ
の
10
億
円
供

与
な
ど
を
報
じ
て
き
た
。

　
取
材
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ー
カ
イ

ブ（
ウ
ェ
イ
バ
ッ
ク
マ
シ
ー
ン
）や
登
記

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
加
え
て
、
Ａ

Ｉ
も
活
用
。
三
重
県
の「
伊
勢
忍
者
キ
ン

グ
ダ
ム
」な
ど
を
対
象
と
す
る
伊
勢
フ
ァ

ン
ド
の
取
材
で
は
、
登
記
情
報
の
建
物
図

面
を
基
にClaude

で
土
地
の
外
形
を
作

成
し
、Illustrator

で
レ
イ
ヤ
ー
化
。

ChatGPT

を
使
い
土
地
利
用
レ
イ
ヤ
ー

の
図
面
を
作
成
し
て
複
雑
な
土
地
・
建
物

の
所
有
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
で「
土
地

の
所
有
関
係
が
こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
と

納
得
で
き
た
」と
話
し
た
。

 

（
い
ず
れ
も
事
務
局
）
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の
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状
を
見
て「
戦

後
の
日
米
関
係
は
良
好
だ
っ
た
」と
考
え

る
の
は
幻
想
だ
。

　
突
然
の
高
関
税
は
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
時

に
も
あ
っ
た
。
日
米
半
導
体
協
定
を
め
ぐ

る
対
立
で
日
本
製
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
１
０

０
％
の
制
裁
関
税
を
課
せ
ら
れ
た
。
米
国

は
日
本
の
半
導
体
産
業
を
つ
ぶ
し
、
プ
ラ

ザ
合
意
で
円
高
を
押
し
付
け
、
バ
ブ
ル
崩

壊
で
日
本
の
繁
栄
は
終
わ
っ
た
。

　
全
21
章
で
ハ
ル
・
ノ
ー
ト
の
真
相
や
昭

和
天
皇
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
改
宗
さ
せ
る

極
秘
計
画
な
ど

未
知
の
情
報
が

満
載
で
す
。

日経BP�日本経済新聞出版
1,320円

文藝春秋
1,430円

Ｉ
Ｔ
編
④

バ
イ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
挑
戦
し
よ
う

９
・
12
／
出
席
：
会
場
12
人
、
ウ
ェ
ブ
28
人

■
与
え
る
権
限
は
最
小
限
に

　
人
間
の
言
葉
で
目
的
を
伝
え
、
Ａ
Ｉ
に

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
・
修
正
を
さ
せ
る
開

発
手
法「
バ
イ
ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
」に
挑

戦
し
た
。
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
挑
戦
し
て

み
た
い
テ
ー
マ
を
持
ち
寄
り
、Google A

I 
Studio

を
使
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し

た
。
実
践
に
先
立
ち
、
共
同
通
信
社
デ
ー

タ
調
査
報
道
部
の
鈴
木
快
生
さ
ん
が
バ
イ

ブ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
の
仕
組
み
や
注
意
点
を

説
明
。
統
計
デ
ー
タ
を
グ
ラ
フ
や
地
図
に

し
た
り
、
取
材
の
日
程
や
資
料
を
管
理
し

た
り
す
る
ツ
ー
ル
の
ほ
か
、
選
挙
結
果
を

分
か
り
や
す
く
表
示
す
る
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー

ド
な
ど
に
活
用
で
き
る
と
紹
介
し
た
。

　
一
方
で
、「
Ａ
Ｉ
に
生
成
だ
け
で
な
く
、

フ
ァ
イ
ル
の
読
み
取
り
や
パ
ソ
コ
ン
の
自

動
操
作
を
さ
せ
る
の
で
、
他
人
に
パ
ソ
コ

ン
を
貸
す
の
と
同
じ
状
態
に
な
る
」と
指

摘
。「
人
間
が
想
像
も
し
な
い（
ハ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
の
）方
法
で
課
題
を
解
決
し
よ

う
と
し
て
し
ま
う
こ
と
が
ご
く
ま
れ
に
起

こ
る
。
Ａ
Ｉ
に
今
何
を
や
ら
せ
て
い
る
の

か
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
。
与
え
る
権

限
は
最
小
限
に
し
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を

担
保
す
る
必
要
が
あ
る
」と
語
っ
た
。

土
曜
記
者
ゼ
ミ

調
査
報
道
④

「
み
ん
な
で
大
家
さ
ん
」問
題
を
追
う

９
・
19
／
講
師
：
本
間
純 

日
経
Ｂ
Ｐ 

日
経
不

動
産
マ
ー
ケ
ッ
ト
情
報
副
編
集
長
／
出
席
：
会

場
６
人
、
ウ
ェ
ブ
17
人

■
Ａ
Ｉ
ツ
ー
ル
を
活
用

　
総
額
２
千
億
円
、
３
万
８
千
人
の
個
人

投
資
家
が
参
加
す
る
不
動
産
フ
ァ
ン
ド

「
み
ん
な
で
大
家
さ
ん
」。
金
融
商
品
は
成

田
空
港
近
く
で
計
画
さ
れ
る
大
型
複
合
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
投
資
対
象
と
す
る
金

融
商
品「
シ
リ
ー
ズ
成
田
」を
は
じ
め
全

国
各
地
に
あ
り
、
事
業
者
の
債
務
超
過
、

従
業
員
給
与
の
未
払
い
な
ど
の
問
題
が
あ

る
。
本
間
さ
ん
は
２
年
間
に
わ
た
る
調
査

報
道
で
、
最
大
１
２
５
倍
に
上
る
土
地
評

価
の
水
増
し
や
成
田
市
議
へ
の
10
億
円
供

与
な
ど
を
報
じ
て
き
た
。

　
取
材
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ア
ー
カ
イ

ブ（
ウ
ェ
イ
バ
ッ
ク
マ
シ
ー
ン
）や
登
記

情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
加
え
て
、
Ａ

Ｉ
も
活
用
。
三
重
県
の「
伊
勢
忍
者
キ
ン

グ
ダ
ム
」な
ど
を
対
象
と
す
る
伊
勢
フ
ァ

ン
ド
の
取
材
で
は
、
登
記
情
報
の
建
物
図

面
を
基
にClaude

で
土
地
の
外
形
を
作

成
し
、Illustrator

で
レ
イ
ヤ
ー
化
。

ChatGPT

を
使
い
土
地
利
用
レ
イ
ヤ
ー

の
図
面
を
作
成
し
て
複
雑
な
土
地
・
建
物

の
所
有
関
係
を
整
理
す
る
こ
と
で「
土
地

の
所
有
関
係
が
こ
う
な
っ
て
い
る
の
か
と

納
得
で
き
た
」と
話
し
た
。

 

（
い
ず
れ
も
事
務
局
）
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ト
ラ
ウ
マ
を
聴
く
前
に

取
材
相
手
の
傷
を
深
め
ず
、取
材
者
自
身
も
守
る
報
道
手
法

河
原

　理
子
　東
京
大
学
大
学
院
客
員
教
授

「
分
か
っ
た
つ
も
り
」を
捨
て
る

「
お
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
、

と
言
っ
た
途
端
に
相
手
の
心
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
る
」。
性
暴
力

や
犯
罪
被
害
の
取
材
に
長
年
携
わ

っ
て
き
た
河
原
氏
は
、
取
材
者
側

の
安
易
な
共
感
や「
分
か
っ
た
つ

も
り
」が
取
材
相
手
を
傷
つ
け
る
危
険
性
を
指
摘
し
た
。 

講
座
で
は
過
酷
な
体
験
を
し
た
取
材
相
手
へ
の
丁
寧
な

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
解
説
さ
れ
た
。
取
材
目
的
や
掲
載
・

放
送
の
仕
組
み
を
詳
し
く
説
明
し
た
り
、
途
中
で
取
材
を

断
る
選
択
肢
を
相
手
に
渡
す
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
環
境

を
つ
く
る
重
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
取
材
終
了
時

に
は
会
話
や
思
考
を「
イ
マ
」に
戻
す
と
い
う「
ふ
た
を
閉

じ
る
」大
切
さ
も
紹
介
さ
れ
た
。
報
道
関
係
者
の
８
割
以

上
が「
精
神
的
に
衝
撃
を
受
け
た
取
材
経
験
が
あ
る
」と

の
調
査
結
果
も
示
さ
れ
た
。
深
呼
吸
や
グ
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
い
っ
た
セ
ル
フ
ケ
ア
に
加
え
、
管
理
職
に
対
し
て
は

取
材
後
の
労
い
や
否
定
し
な
い
場
づ
く
り
、
風
通
し
の
良

い
組
織
づ
く
り
な
ど
の
配
慮
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

２
人
１
組
で
お
こ
な
わ
れ
た
模
擬
取
材
の
ワ
ー
ク
で

は
、
言
葉
選
び
一
つ
で
相
手
側
の
抱
く
印
象
が
大
き
く
変

わ
る
と
実
感
し
た
。
こ
れ
ま
で「
知
り
た
い
」と
い
う
取

材
者
本
位
の
姿
勢
で
向
き
合
っ
て
い
な
か
っ
た
か
。
相
手

の
尊
厳
を
守
る
と
と
も
に
、
心
の
傷
つ
き
は
正
常
な
反
応

と
受
け
止
め
、
互
い
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
ず
に
支
え
合
う

取
材
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

九
州
朝
日
放
送
報
道
情
報
セ
ン
タ
ー
　
伊
藤
　
彩
香

記
者
の
た
め
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
術

鈴
木

　誠
之
　イ
マ
ー
シ
ブ
プ
レ
ス
代
表
、
元
静
岡
新
聞
社
社
会
部
長

若
年
層
を
引
き
つ
け
る
可
能
性

録
音
を
正
確
に
文
字
起
こ
し
し

た
り
、
仮
想
デ
ス
ク
と
し
て
原
稿

を
添
削
し
て
も
ら
っ
た
り
。
こ
の

春
、
弊
社
の
記
者
端
末
に
生
成
Ａ

Ｉ
が
導
入
さ
れ
、
取
材
や
執
筆
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
力
を
借
り

て
い
る
。
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、
業
務

の
効
率
化
と
い
う
淡
泊
な
印
象
が
強
か
っ
た
が
、
講
師
の

鈴
木
さ
ん
の
一
言
で
が
ら
り
と
変
わ
っ
た
。

「
ニ
ュ
ー
ス
が
届
か
な
か
っ
た
層
に
届
く
よ
う
に
な
る
」

Ａ
Ｉ
と
ニ
ュ
ー
ス
の
か
け
算
が
も
た
ら
す
報
道
の
未
来

を
こ
う
言
い
切
っ
た
。
災
害
報
道
で
の
記
者
の
負
担
感
を

減
ら
す
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
実
演
な
ど
、
充
実
し
た
メ

ニ
ュ
ー
の
中
、
多
く
の
参
加
者
を
く
ぎ
付
け
に
し
た
の
が

「
ぎ
ょ
う
ざ
レ
ー
ス
」の
動
画
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

各
都
市
の
ギ
ョ
ー
ザ
の
購
入
額
を
総
務
省
の
家
計
調
査

か
ら
学
ば
せ
、
順
位
が
年
々
入
れ
替
わ
る
様
子
を
カ
ー
レ

ー
ス
風
の
ア
ニ
メ
に
し
た
動
画
で
、
都
市
名
を
背
負
う
レ

ー
シ
ン
グ
カ
ー
が
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
す
る
光
景
に
、
会
場

か
ら
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。

こ
う
し
た
か
け
算
は
、
新
聞「
ら
し
く
な
い
」企
画
と

し
て
読
者
の
裾
野
を
広
げ
て
く
れ
そ
う
だ
。
例
え
ば
、
納

豆
の
産
地
で
知
ら
れ
る
わ
が
県
都
・
水
戸
市
。
購
入
額
ラ

ン
キ
ン
グ
の
推
移
を
毎
年
１
社
面
で
報
じ
、
１
位
奪
還
を

気
に
か
け
る
県
民
読
者
は
少
な
く
な
い
。
金
額
や
順
位
の

移
ろ
い
を
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ニ
メ
に
仕
立
て
、
動
画
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
紙
面
に
添
え
れ
ば
、
面
白
が
っ
て
こ
ち
ら
を
振

り
向
く
若
年
層
が
増
え
る
可
能
性
を
感
じ
た
。

茨
城
新
聞
社
報
道
部
　
河
原
井
　
美
月

ハ
ン
ズ
オ
ン
講
座
　
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ

斉
藤
　賢
太
郎
　秋
田
魁
新
報
社
電
子
版
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
部
長
・
記
者

デ
ー
タ
活
用
は
記
者
の
武
器

マ
ス
コ
ミ
業
界
は
文
系
出
身
者

が
多
く
、
デ
ー
タ
活
用
や
分
析
と

は
縁
遠
い
、
あ
る
い
は
苦
手
意
識

が
あ
る
と
い
う
人
も
少
な
く
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
斉
藤

さ
ん
に
よ
る
講
座
は
、
そ
う
し
た

先
入
観
を
払
拭
し
、
デ
ジ
タ
ル
ツ

ー
ル
が
記
者
の
視
野
を
広
げ
る
強

力
な
武
器
に
な
る
こ
と
を
確
信
さ

せ
る
も
の
だ
っ
た
。

斉
藤
さ
ん
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）を
は
じ
め
と
す

る
デ
ー
タ
活
用
を「
特
別
な
人
が

や
る
こ
と
」と
敬
遠
す
る
の
で
は

な
く
、
取
材
の
過
程
に
取
り
入
れ

て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
る
。
例
と
し
て
示
さ
れ
た
ク
マ
の

出
没
状
況
の
可
視
化
で
は
、
秋
田
県
提
供
の
出
没
デ
ー
タ

を
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
　
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
上

で
、
地
形
を
重
ね
る
こ
と
で
、
ク
マ
の
侵
入
経
路
を
推
測

す
る
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
。ま
た
、出
没
情
報
が
な
い「
空
白

地
帯
」へ
の
着
目
が
、
取
材
の
端
緒
に
な
る
と
指
摘
し
た
。

災
害
取
材
に
お
い
て
は
、
河
川
の
防
災
情
報
な
ど
を
把

握
し
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
有
効
性
に
も
言
及
し
た
。
地
図

上
で
被
害
が
大
き
い
地
域
を
可
視
化
し
、
取
材
班
全
体
で

共
有
す
る
こ
と
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
取
材
が
可
能
と

な
る
。「
足
で
稼
ぐ
」と
い
う
従
来
の
記
者
の
あ
り
方
と

デ
ー
タ
分
析
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
独
自
性
の
高
い
報

道
を
生
み
出
す
鍵
に
な
る
と
感
じ
た
。

新
潟
日
報
社
デ
ジ
タ
ル
報
道
セ
ン
タ
ー
　
田
中
　
渓
太
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「
受
け
手
」の
立
場
に
立
っ
た
災
害
報
道

矢
守
　克
也
　
京
都
大
学
防
災
研
究
所
教
授

危
険
の
サ
イ
ン
を
掘
り
起
こ
す

災
害
取
材
の
現
場
で
、
被
災
者

の「
ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
に
な
る

な
ん
て
」と
い
う
言
葉
を
意
図
し

て
集
め
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
る
い
は「
大
雨
で
し
た
が
、
特

に
被
害
は
な
さ
そ
う
で
す
」と
上

司
に
報
告
し
、
そ
こ
で
取
材
を
終
え
て
は
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
京
都
大
学
防
災
研
究
所
の
矢
守
教
授
の
講
座
で
、
災

害
報
道
を
見
つ
め
直
す
大
き
な
ヒ
ン
ト
を
得
た
。

災
害
が
起
き
る
と
、
私
た
ち
は
ま
ず
大
き
な
被
害
に
目

を
向
け
、
や
が
て
そ
の
原
因
や
行
政
な
ど
の
不
備
を
検
証

す
る
。
こ
の
報
道
の
重
要
性
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が

私
た
ち
は
、「
起
き
か
け
た
も
の
の
、
寸
前
で
回
避
さ
れ

た
災
害
」を
ど
れ
だ
け
報
じ
て
き
た
だ
ろ
う
か
。
矢
守
教

授
は「
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
危
険
が
迫
っ
て
い
た
場
所
こ

そ
、
次
に
災
害
が
起
き
る
場
所
だ
」と
指
摘
す
る
。
西
日

本
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
が
出
た
高た

か

梁は
し

川が
わ

水
系
小
田
川
の
水

位
観
測
デ
ー
タ
に
は
、
過
去
に
何
度
も
氾
濫
が
迫
っ
て
い

た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
た
。
あ
の
被
害
は
、
決
し
て「
ま

さ
か
」の
出
来
事
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。

「
被
害
が
な
く
て
良
か
っ
た
」で
取
材
を
終
わ
ら
せ
ず
、

潜
ん
で
い
た
危
機
の
サ
イ
ン
を
掘
り
起
こ
す
。
被
害
事
例

だ
け
で
な
く「
起
こ
ら
な
か
っ
た
災
害
・
起
こ
り
え
た
可

能
性
の
あ
る
災
害
」の
存
在
を
伝
え
続
け
る
姿
勢
こ
そ

が
、
次
の「
ま
さ
か
」を
防
ぎ
、
命
を
守
る
報
道
へ
と
つ

な
が
っ
て
い
く
と
感
じ
た
。

Ｒ
Ｋ
Ｂ
毎
日
放
送
報
道
部
　
下
濱
　
美
有

災
害
前
線
報
道
手
法

発
災
か
ら
伝
承
ま
で
５
局
面
か
ら
考
え
る

熊
田
　安
伸
　
ス
ロ
ー
ニ
ュ
ー
ス・シ
ニ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

違
和
感
に
共
通
項
は
な
い
か

発
災
か
ら
避
難
、
復
興
と
い
っ

た
局
面
ご
と
に
優
先
す
べ
き
取
材

を
紹
介
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
起
こ

っ
た
大
規
模
災
害
と
そ
の
報
道
の

実
例
を
も
と
に
解
説
。
災
害
が
発

生
し
た
瞬
間
か
ら
、発
災
１
カ
月
、

１
年
の
節
目
取
材
に
ま
で
実
践
で
き
る
内
容
だ
っ
た
。

こ
の
と
こ
ろ
、
青
森
県
東
方
沖
地
震
、
熊
本
地
震
な
ど
、

大
規
模
な
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
。
そ
の
た
び
に
初
動
の

重
要
性
を
感
じ
る
た
め
、
主
に
発
災
フ
ェ
ー
ズ
の
感
想
を

記
す
。
発
災
直
後
は「
情
報
の
空
白
地
帯
」を
割
り
出
す

こ
と
、
限
ら
れ
た
人
員
を
ど
こ
に
配
置
す
べ
き
か
な
ど
を

解
説
。
情
報
を
と
に
か
く
地
図
上
に
落
と
し
込
む「
マ
ッ

ピ
ン
グ
」の
有
効
性
を
強
く
訴
え
て
い
た
。

人
員
配
置
に
つ
い
て
は「
デ
ス
ク
脇
」「
現
場
」「
自
治

体
」「
病
院
」「
避
難
所
」と
し
た
。「
マ
ッ
ピ
ン
グ
」「
ク
ロ

ノ
ロ
づ
く
り
」「
情
報
収
集
」を
す
る「
デ
ス
ク
脇
」は
特
に

重
要
な
役
割
だ
と
感
じ
た
。

歴
史
に
残
る
ほ
ど
大
き
な
災
害
は「
新
し
い
顔
」を
も

っ
て
現
れ
る
と
い
う
こ
と
に
も
注
目
し
た
。
２
０
０
４
年

の
新
潟
中
越
地
震
で
は
報
道
を
き
っ
か
け
に「
災
害
関
連

死
」「
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
」と
い
う
言
葉
が
広
ま

っ
た
こ
と
を
解
説
。
被
災
者
の
状
況
や
警
察
発
表
な
ど
で

違
和
感
を
抱
い
た
ら
、「
共
通
項
」を
見
つ
け
る
。
こ
れ

ら
は
す
ぐ
に
で
も
実
践
で
き
る
手
法
だ
と
感
じ
た
。

デ
ー
リ
ー
東
北
新
聞
社
三
沢
総
局
　
上
村
　
公
悟

第29回記者研修会
実践的な災害報道とは
全国から約140人参加

「
災
害
報
道
」を
テ
ー
マ
に
実
践
的
な
講
座
を
開
催
し
た
。

８
月
27
日
▼
災
害
前
線
報
道
手
法
　
発
災
か
ら
伝
承
ま

で
５
局
面
か
ら
考
え
る
：
熊
田
安
伸 

ス
ロ
ー
ニ
ュ
ー
ス
・

シ
ニ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
報
道
部
専
任
部
長
▼「
受
け
手
」の
立
場
に
立

っ
た
災
害
報
道
を
：
矢
守
克
也 

京
都
大
学
防
災
研
究
所

教
授（
リ
モ
ー
ト
登
壇
）▼
名
刺
交
換
会
・
交
流
会

８
月
28
日
▼
ト
ラ
ウ
マ
を
聴
く
前
に
～
取
材
相
手
の
傷

を
深
め
ず
、
取
材
者
自
身
も
守
る
報
道
手
法
～
：
河
原
理

子 

東
京
大
学
大
学
院
客
員
教
授
、
元
朝
日
新
聞
社
編
集

委
員
▼
ハ
ン
ズ
オ
ン
講
座
：
き
ょ
う
か
ら
で
き
る
デ
ジ
タ

ル
マ
ッ
ピ
ン
グ
：
斉
藤
賢
太
郎 

秋
田
魁
新
報
社
電
子
版

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
部
長
・
記
者
▼
記
者
の
た
め
の
生
成
Ａ

Ｉ
活
用
術
：
鈴
木
誠
之 

イ
マ
ー
シ
ブ
プ
レ
ス
代
表
、
元

静
岡
新
聞
社
編
集
局
社
会
部
長
▼
参
加
者
　
27
日
：
会
場

89
人
、
オ
ン
ラ
イ
ン
45
人
、
28
日
：
会
場
85
人
、
オ
ン
ラ

イ
ン
55
人
。
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ト
ラ
ウ
マ
を
聴
く
前
に

取
材
相
手
の
傷
を
深
め
ず
、取
材
者
自
身
も
守
る
報
道
手
法

河
原
　理
子
　東
京
大
学
大
学
院
客
員
教
授

「
分
か
っ
た
つ
も
り
」を
捨
て
る

「
お
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
、

と
言
っ
た
途
端
に
相
手
の
心
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
る
」。
性
暴
力

や
犯
罪
被
害
の
取
材
に
長
年
携
わ

っ
て
き
た
河
原
氏
は
、
取
材
者
側

の
安
易
な
共
感
や「
分
か
っ
た
つ

も
り
」が
取
材
相
手
を
傷
つ
け
る
危
険
性
を
指
摘
し
た
。 

講
座
で
は
過
酷
な
体
験
を
し
た
取
材
相
手
へ
の
丁
寧
な

ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
が
解
説
さ
れ
た
。
取
材
目
的
や
掲
載
・

放
送
の
仕
組
み
を
詳
し
く
説
明
し
た
り
、
途
中
で
取
材
を

断
る
選
択
肢
を
相
手
に
渡
す
な
ど
、
安
心
・
安
全
な
環
境

を
つ
く
る
重
要
性
を
強
調
さ
れ
た
。
ま
た
、
取
材
終
了
時

に
は
会
話
や
思
考
を「
イ
マ
」に
戻
す
と
い
う「
ふ
た
を
閉

じ
る
」大
切
さ
も
紹
介
さ
れ
た
。
報
道
関
係
者
の
８
割
以

上
が「
精
神
的
に
衝
撃
を
受
け
た
取
材
経
験
が
あ
る
」と

の
調
査
結
果
も
示
さ
れ
た
。
深
呼
吸
や
グ
ラ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
と
い
っ
た
セ
ル
フ
ケ
ア
に
加
え
、
管
理
職
に
対
し
て
は

取
材
後
の
労
い
や
否
定
し
な
い
場
づ
く
り
、
風
通
し
の
良

い
組
織
づ
く
り
な
ど
の
配
慮
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

２
人
１
組
で
お
こ
な
わ
れ
た
模
擬
取
材
の
ワ
ー
ク
で

は
、
言
葉
選
び
一
つ
で
相
手
側
の
抱
く
印
象
が
大
き
く
変

わ
る
と
実
感
し
た
。
こ
れ
ま
で「
知
り
た
い
」と
い
う
取

材
者
本
位
の
姿
勢
で
向
き
合
っ
て
い
な
か
っ
た
か
。
相
手

の
尊
厳
を
守
る
と
と
も
に
、
心
の
傷
つ
き
は
正
常
な
反
応

と
受
け
止
め
、
互
い
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃
さ
ず
に
支
え
合
う

取
材
環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

九
州
朝
日
放
送
報
道
情
報
セ
ン
タ
ー
　
伊
藤
　
彩
香

記
者
の
た
め
の
生
成
Ａ
Ｉ
活
用
術

鈴
木
　誠
之
　イ
マ
ー
シ
ブ
プ
レ
ス
代
表
、
元
静
岡
新
聞
社
社
会
部
長

若
年
層
を
引
き
つ
け
る
可
能
性

録
音
を
正
確
に
文
字
起
こ
し
し

た
り
、
仮
想
デ
ス
ク
と
し
て
原
稿

を
添
削
し
て
も
ら
っ
た
り
。
こ
の

春
、
弊
社
の
記
者
端
末
に
生
成
Ａ

Ｉ
が
導
入
さ
れ
、
取
材
や
執
筆
の

ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
力
を
借
り

て
い
る
。
Ａ
Ｉ
の
活
用
は
、
業
務

の
効
率
化
と
い
う
淡
泊
な
印
象
が
強
か
っ
た
が
、
講
師
の

鈴
木
さ
ん
の
一
言
で
が
ら
り
と
変
わ
っ
た
。

「
ニ
ュ
ー
ス
が
届
か
な
か
っ
た
層
に
届
く
よ
う
に
な
る
」

Ａ
Ｉ
と
ニ
ュ
ー
ス
の
か
け
算
が
も
た
ら
す
報
道
の
未
来

を
こ
う
言
い
切
っ
た
。
災
害
報
道
で
の
記
者
の
負
担
感
を

減
ら
す
フ
ァ
ク
ト
チ
ェ
ッ
ク
の
実
演
な
ど
、
充
実
し
た
メ

ニ
ュ
ー
の
中
、
多
く
の
参
加
者
を
く
ぎ
付
け
に
し
た
の
が

「
ぎ
ょ
う
ざ
レ
ー
ス
」の
動
画
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

各
都
市
の
ギ
ョ
ー
ザ
の
購
入
額
を
総
務
省
の
家
計
調
査

か
ら
学
ば
せ
、
順
位
が
年
々
入
れ
替
わ
る
様
子
を
カ
ー
レ

ー
ス
風
の
ア
ニ
メ
に
し
た
動
画
で
、
都
市
名
を
背
負
う
レ

ー
シ
ン
グ
カ
ー
が
抜
き
つ
抜
か
れ
つ
す
る
光
景
に
、
会
場

か
ら
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。

こ
う
し
た
か
け
算
は
、
新
聞「
ら
し
く
な
い
」企
画
と

し
て
読
者
の
裾
野
を
広
げ
て
く
れ
そ
う
だ
。
例
え
ば
、
納

豆
の
産
地
で
知
ら
れ
る
わ
が
県
都
・
水
戸
市
。
購
入
額
ラ

ン
キ
ン
グ
の
推
移
を
毎
年
１
社
面
で
報
じ
、
１
位
奪
還
を

気
に
か
け
る
県
民
読
者
は
少
な
く
な
い
。
金
額
や
順
位
の

移
ろ
い
を
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ニ
メ
に
仕
立
て
、
動
画
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
紙
面
に
添
え
れ
ば
、
面
白
が
っ
て
こ
ち
ら
を
振

り
向
く
若
年
層
が
増
え
る
可
能
性
を
感
じ
た
。

茨
城
新
聞
社
報
道
部
　
河
原
井
　
美
月

ハ
ン
ズ
オ
ン
講
座
　
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
ピ
ン
グ

斉
藤
　賢
太
郎
　秋
田
魁
新
報
社
電
子
版
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
部
長
・
記
者

デ
ー
タ
活
用
は
記
者
の
武
器

マ
ス
コ
ミ
業
界
は
文
系
出
身
者

が
多
く
、
デ
ー
タ
活
用
や
分
析
と

は
縁
遠
い
、
あ
る
い
は
苦
手
意
識

が
あ
る
と
い
う
人
も
少
な
く
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
斉
藤

さ
ん
に
よ
る
講
座
は
、
そ
う
し
た

先
入
観
を
払
拭
し
、
デ
ジ
タ
ル
ツ

ー
ル
が
記
者
の
視
野
を
広
げ
る
強

力
な
武
器
に
な
る
こ
と
を
確
信
さ

せ
る
も
の
だ
っ
た
。

斉
藤
さ
ん
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ（
地
理

情
報
シ
ス
テ
ム
）を
は
じ
め
と
す

る
デ
ー
タ
活
用
を「
特
別
な
人
が

や
る
こ
と
」と
敬
遠
す
る
の
で
は

な
く
、
取
材
の
過
程
に
取
り
入
れ

て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
る
。
例
と
し
て
示
さ
れ
た
ク
マ
の

出
没
状
況
の
可
視
化
で
は
、
秋
田
県
提
供
の
出
没
デ
ー
タ

を
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
　
Ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｈ
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
上

で
、
地
形
を
重
ね
る
こ
と
で
、
ク
マ
の
侵
入
経
路
を
推
測

す
る
プ
ロ
セ
ス
を
紹
介
。ま
た
、出
没
情
報
が
な
い「
空
白

地
帯
」へ
の
着
目
が
、
取
材
の
端
緒
に
な
る
と
指
摘
し
た
。

災
害
取
材
に
お
い
て
は
、
河
川
の
防
災
情
報
な
ど
を
把

握
し
、
マ
ッ
ピ
ン
グ
す
る
有
効
性
に
も
言
及
し
た
。
地
図

上
で
被
害
が
大
き
い
地
域
を
可
視
化
し
、
取
材
班
全
体
で

共
有
す
る
こ
と
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
絞
っ
た
取
材
が
可
能
と

な
る
。「
足
で
稼
ぐ
」と
い
う
従
来
の
記
者
の
あ
り
方
と

デ
ー
タ
分
析
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
独
自
性
の
高
い
報

道
を
生
み
出
す
鍵
に
な
る
と
感
じ
た
。

新
潟
日
報
社
デ
ジ
タ
ル
報
道
セ
ン
タ
ー
　
田
中
　
渓
太
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沖
縄
県
知
事
選
挙�

池
田

　哲
平（
琉
球
新
報
社
編
集
局
政
経
グ
ル
ー
プ
長
・
論
説
委
員
）

オ
ー
ル
沖
縄
の
限
界
露
呈

若
年
層
に
ビ
ジ
ョ
ン
示
せ
ず

ネ
ッ
ト
の
中
の
喧け

ん

騒そ
う

と
は
対
照
的
に
、

沖
縄
県
民
は
迷
い
な
が
ら
も
、
冷
静
に

「
県
政
交
代
」を
選
択
し
た
と
い
う
印
象

で
あ
る
。
９
月
13
日
に
投
開
票
さ
れ
た
沖

縄
県
知
事
選
挙
は
、
新
人
で
前
那
覇
市
副

市
長
の
古
謝
玄
太
氏（
42
）が
史
上
最
多

と
な
る
42
万
３
１
２
４
票
を
獲
得
し
、
現

職
の
玉
城
デ
ニ
ー
氏（
66
）に
14
万
７
千

票
余
り
の
差
を
つ
け
た
。
自
民
党
支
援
の

「
保
守
県
政
」の
誕
生
は
12
年
ぶ
り
だ
。

「
古
謝
の
勝
ち
と
言
う
よ
り
、
玉
城
と

オ
ー
ル
沖
縄
の
負
け
」。
古
謝
氏
の
関
係

者
の
言
葉
が
ふ
に
落
ち
る
。
選
挙
中
に
急

激
な
地
殻
変
動
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
複
数
の
要
素
が
重
な
り
、
玉
城
氏
を

支
援
し
た
オ
ー
ル
沖
縄
勢
力
の
限
界
、
県

民
と
の
距
離
が
露
呈
し
た
の
だ
。

船
舶
事
故 

現
職
に
不
利
に

選
挙
の
行
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
は
、
３
月
16
日
に
名
護
市
辺
野
古
沖
で

起
き
た
船
舶
転
覆
事
故
だ
っ
た
。
基
地
建

設
反
対
を
訴
え
る
市
民
団
体「
ヘ
リ
基
地

反
対
協
議
会
」が
運
航
す
る
船
が
高
波
に

あ
お
ら
れ
て
転
覆
し
、
乗
船
し
た
同
志
社

国
際
高
校（
京
都
）の
生
徒
と
、
船
長
が

亡
く
な
っ
た
。
痛
ま
し
い
事
故
は
沖
縄
社

会
に
衝
撃
を
与
え
た
。

玉
城
氏
は
事
故
と
直
接
的
な
関
わ
り
は

な
い
。
し
か
し
、
玉
城
氏
や
オ
ー
ル
沖
縄

側
が
基
地
反
対
運
動
を
目
的
と
し
た
船
の

運
航
を
許
し
た
と
い
う
指
摘
も
上
が
っ
て

い
た
。
指
摘
に
対
し
、
疑
念
を
払
拭
さ
せ

る
対
応
は
弱
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

玉
城
県
政
下
で
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場

の
移
設
に
伴
う
名
護
市
辺
野
古
の
基
地
建

設
問
題
を
巡
る
訴
訟
は
、
県
の
敗
訴
が
続

い
た
。
工
事
の
設
計
変
更
申
請
を
巡
り
、

２
０
２
３
年
に
は
、
国
が
県
の
権
限
を
取

り
上
げ
て
代
わ
り
に
承
認
を
行
う「
代
執

行
」に
及
ん
だ
。
意
思
を
示
し
て
も
基
地

建
設
を
強
行
す
る
国
の
姿
勢
に
対
し
、
県

民
の
間
に
無
力
感
が
募
っ
た
面
も
あ
っ
た
。

致
命
的
だ
っ
た
の
は
玉
城
氏
の
選
挙
戦

略
だ
っ
た
。
所
得
が
全
国
最
低
水
準
に
あ

る
県
民
の
生
活
に
、
物
価
高
騰
が
深
刻
な

打
撃
を
与
え
る
中
で
、
玉
城
氏
は
選
挙
戦

で
史
上
最
高
の
県
予
算
な
ど
、
県
政
の
実

績
を
強
調
し
た
。
生
活
実
感
と
離
れ
た
訴

え
に
共
感
は
広
が
ら
な
か
っ
た
。

前
回
の
選
挙
と
同
様
に
、
ネ
ッ
ト
上
に

は
玉
城
氏
の
批
判
や
、
明
ら
か
な
誤
情
報

が
あ
ふ
れ
た
。
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
日
々
量
産
さ
れ
る
投

稿
の
発
信
地
は
９
割
が
県
外
か
ら
に
よ
る

も
の
だ
っ
た
。
沖
縄
県
知
事
選
が
ネ
ッ
ト

上
で
収
益
に
つ
な
が
る「
コ
ン
テ
ン
ツ
」

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
に
、
強
い
違

和
感
が
あ
っ
た
。
刑
事
告
発
さ
れ
た
が
、

取
り
締
ま
り
を
含
め
た
対
応
は
、
後
手
に

回
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

沖
縄
の「
不
条
理
」は
変
わ
ら
ず

た
だ
、
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で
大
差

の
説
明
は
つ
か
な
い
。
２
月
の
衆
院
選
は

沖
縄
の
４
選
挙
区
で
自
民
党
候
補
が
勝
利

し
た
。
昨
年
の
参
院
選
沖
縄
選
挙
区
も
自

民
党
、
参
政
党
候
補
の
票
数
を
足
せ
ば
、

オ
ー
ル
沖
縄
候
補
を
上
回
っ
て
い
た
。
オ

ー
ル
沖
縄
は
す
で
に
支
持
の
貯
金
を
使
い

果
た
し
て
い
た
の
だ
。

社
会
の「
変
化
」を
求
め
る
県
民
、
と

り
わ
け
若
年
層
に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ

ず
、
現
職
の
地
滑
り
的
大
敗
に
つ
な
が
っ

た
。
オ
ー
ル
沖
縄
勢
力
の
衰
退
、
史
上
最

も
若
い
知
事
の
誕
生
に
よ
り
、
保
革
で
鋭

く
争
っ
て
き
た
沖
縄
の
政
治
は
変
化
し
、

新
た
な
段
階
に
移
行
し
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
保
守
県
政
へ
の
交
代
後
も
、

米
軍
基
地
が
集
中
す
る
沖
縄
の「
不
条

理
」が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
基
地
か
ら

派
生
す
る
問
題
が
表
面
化
す
る
た
び
に
、

県
民
感
情
が
揺
れ
動
か
さ
れ
て
き
た
歴
史

も
あ
る
。
選
挙
後
、
古
謝
氏
は「
県
民
の

た
め
の
政
治
を
や
っ
て
い
く
。
基
地
問
題

な
ど
で
県
民
の
意
見
と
違
う
こ
と
が
起
き

れ
ば
、
し
っ
か
り
反
対
は
述
べ
て
い
く
」

と
語
っ
た
。
国
策
と
、
県
民
の
意
思
と
の

間
で
、
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
る
の
だ
。
県
政
史
上
最
も
若

い
知
事
の
手
腕
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

�

（
９
月
2８
日
記
）

沖縄県知事選で落選した現職の玉城デニー氏（９月13日/那
覇市古島の教育福祉会館/琉球新報社提供）

い
け
だ
・
て
っぺい
▼
2
0
0
8
年
入
社
　
中
部

支
社
報
道
部
　
政
治
部
基
地
担
当
や
県
政
キ
ャ

ッ
プ
　
北
部
支
社
報
道
部
な
ど
を
経
て
　
４
月

か
ら
現
職
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中
道
改
革
連
合 

解
体 

石
鍋

　圭（
産
経
新
聞
社
政
治
部
野
党
ク
ラ
ブ
キ
ャ
ッ
プ
）

惨
敗
に
見
失
っ
た
着
地
点

野
党
多
弱
化
さ
ら
に
加
速

中
道
改
革
連
合
、
立
憲
民
主
党
、
公
明

党
に
よ
る
３
党
合
流
が
破
談
と
な
り
、
立

憲
、
公
明
両
党
の
衆
院
議
員
が
結
成
し
た

中
道
も
解
体
さ
れ
た
。「
中
道
勢
力
を
結
集

し
、
政
権
交
代
の
受
け
皿
を
作
る
」と
い

う
構
想
は
わ
ず
か
８
カ
月
で
頓
挫
し
、
野

党
の
さ
ら
な
る
多
弱
化
と
い
う
皮
肉
な
結

果
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。

８
月
28
日
夕
、
衆
院
第
１
議
員
会
館
の

第
１
面
談
室
は
重
苦
し
い
空
気
に
包
ま
れ

て
い
た
。
集
っ
た
の
は
中
道
の
小
川
淳
也

代
表
、
立
民
の
水
岡
俊
一
代
表
、
公
明
の

竹
谷
と
し
子
代
表
の
３
党
首
。
７
月
か
ら

本
格
化
し
た
３
党
合
流
の
協
議
に
、
結
論

を
下
す
日
だ
っ
た
。

口
火
を
切
っ
た
の
は
水
岡
氏
だ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
協
議
へ
の
謝
意
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
立
民
を
取
り
巻
く
党
内
事
情
を

説
明
。
そ
の
上
で
、
こ
う
言
い
切
っ
た
。

「
中
道
改
革
連
合
へ
の
組
織
的
合
流
は

し
な
い
」

合
流
に
前
向
き
だ
っ
た
竹
谷
氏
は「
誠

に
遺
憾
だ
」と
不
快
感
を
あ
ら
わ
に
し
た

が
、
一
方
の
意
志
だ
け
で〝
結
婚
〟は
で

き
な
い
。
３
党
合
流
の
構
想
は
、
こ
の
瞬

間
に
霧
消
し
た
。

１
月
、
永
田
町
は
立
民
と
公
明
の
衆
院

議
員
に
よ
る
電
撃
的
な
中
道
結
党
に
沸
き

立
っ
て
い
た
。
両
党
の
議
席
を
足
し
合
わ

せ
れ
ば
自
民
党
に
匹
敵
し
、
政
権
奪
取
も

可
能
と
の
見
方
が
駆
け
巡
っ
た
。し
か
し
、

有
権
者
の
目
は
冷
徹
だ
っ
た
。
２
月
の
衆

院
選
で
、
中
道
は
公
示
前
の
１
６
７
議
席

か
ら
49
議
席
に
減
ら
す
惨
敗
を
喫
し
た
。

衆
院
選
後
、
立
民
と
公
明
の
参
院
議
員

や
地
方
議
員
、
党
職
員
ら
は
中
道
へ
の
合

流
手
続
き
を
進
め
る
約
束
だ
っ
た
。
し
か

し
、
合
流
し
て
も
選
挙
に
勝
て
な
い
こ
と

が
証
明
さ
れ
た
こ
と
で
、
機
運
は
急
速
に

し
ぼ
ん
だ
。２
月
召
集
の
特
別
国
会
に
は
、

衆
院
に
中
道
、
参
院
に
立
民
と
公
明
が
存

在
す
る
い
び
つ
な
構
図
で
臨
む
こ
と
と
な

っ
た
。

３
党
の
溝
、
次
第
に
鮮
明
に

国
会
で
は
３
党
の
立
ち
位
置
の
違
い
が

露
呈
し
た
。
７
月
に
成
立
し
た
改
正
皇
室

典
範
を
巡
り
、
中
道
と
公
明
が
賛
成
す
る

一
方
、
立
民
は
反
対
。
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ス
の
司
令
塔
と
な
る「
国
家
情
報
会
議
」

創
設
法
で
も
、
中
道
と
公
明
が
賛
成
、
立

民
が
反
対
と
賛
否
が
割
れ
た
。

７
月
に
本
格
化
し
た
合
流
協
議
で
も
、

３
党
の
思
惑
は
す
れ
違
い
続
け
た
。
早
期

合
流
を
唱
え
る
中
道
と
公
明
に
対
し
、
立

民
は
地
方
組
織
か
ら
の
強
硬
な
反
対
を
理

由
に
慎
重
姿
勢
に
終
始
。
公
明
は
次
善
の

策
と
し
て
中
道
と
の
２
党
に
よ
る
合
流
も

模
索
し
た
が
、
中
道
の
立
民
出
身
議
員
は

「
公
明
色
が
強
ま
っ
て
し
ま
う
」と
の
懸
念

か
ら
拒
否
し
た
。
３
党
は
最
後
ま
で
着
地

点
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

政
党
交
付
金
巡
り
中
道
に
批
判

９
月
９
日
、３
党
合
流
の
崩
壊
に
伴
い
、

中
道
の
分
裂
が
決
ま
っ
た
。
立
民
系
議
員

は
17
日
に
新
党「
民
主
改
革
の
会
」を
結

党
。
公
明
系
議
員
は
公
明
に
復
党
す
る
こ

と
を
決
め
た
。
中
道
に
は
立
民
系
の
渡
辺

創
氏
が
１
人
残
留
し
、
残
務
処
理
を
終
え

た
段
階
で
解
散
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
秋

の
臨
時
国
会
で
は
、
こ
の
３
党
が
衆
院
統

一
会
派「
中
道
」を
結
成
す
る
。党
は
分
か

れ
て
も
野
党
第
１
会
派
と
し
て
の
地
位
を

維
持
す
る
狙
い
だ
が
、
分
裂
直
後
に
ほ
ぼ

同
じ
顔
ぶ
れ
が
再
結
集
す
る
と
い
う
分
か

り
に
く
い
構
図
が
残
っ
た
。小
川
氏
は「
中

道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２
章
」と
意
気
込
む

が
、
立
民
系
議
員
の
一
人
は「
有
権
者
の

支
持
が
戻
る
と
は
思
え
な
い
」と
語
る
。

足
元
で
は
政
党
交
付
金
を
巡
る
批
判
に

も
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
２
０
２
６
年
分
の

中
道
へ
の
政
党
交
付
金
は
総
額
23
億
３
８

８
１
万
円
。
こ
の
う
ち
10
、
12
月
分
の
計

11
億
６
９
４
０
万
円
が
未
交
付
で
、
そ
の

全
額
が
存
続
政
党
で
あ
る
中
道
に
支
給
さ

れ
る
。
小
川
氏
は
交
付
金
の
９
割
を
２
月

の
衆
院
選
に
要
し
た
費
用
の
未
払
い
分
に

充
て
る
と
説
明
す
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で

は「
政
党
交
付
金
を
受
け
取
る
た
め
に
議

員
１
人
を
残
し
て
中
道
を
存
続
さ
せ
た
」

と
の
受
け
止
め
が
広
が
り
、
事
態
が
収
束

す
る
気
配
は
な
い
。

臨
時
国
会
で
は
消
費
減
税
を
は
じ
め
国

民
生
活
に
直
結
す
る
論
戦
が
控
え
る
。
本

来
、
政
権
へ
の
監
視
機
能
な
ど
野
党
が
果

た
す
べ
き
役
割
は
大
き
い
が
、
多
弱
化
が

一
層
進
ん
だ
現
状
で
は
大
き
な
期
待
は
持

て
そ
う
に
な
い
。

�

（
９
月
24
日
記
）

３党党首会談後、記者団の取材に応じる（左から）公明党
の竹谷とし子代表、中道改革連合の小川淳也代表、立憲
民主党の水岡俊一代表（８月31日/国会内/産経新聞社提供）

い
し
な
べ
・
け
い
▼
経
済
誌
を
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新
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入
社

　政
治
部
で
官
邸

　平

河

　霞

　防
衛
省
を
担
当

　社
長
秘
書
を
務

め
　今
年
か
ら
再
び
政
治
部

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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沖
縄
県
知
事
選
挙�

池
田

　哲
平（
琉
球
新
報
社
編
集
局
政
経
グ
ル
ー
プ
長
・
論
説
委
員
）

オ
ー
ル
沖
縄
の
限
界
露
呈

若
年
層
に
ビ
ジ
ョ
ン
示
せ
ず

ネ
ッ
ト
の
中
の
喧け

ん

騒そ
う

と
は
対
照
的
に
、

沖
縄
県
民
は
迷
い
な
が
ら
も
、
冷
静
に

「
県
政
交
代
」を
選
択
し
た
と
い
う
印
象

で
あ
る
。
９
月
13
日
に
投
開
票
さ
れ
た
沖

縄
県
知
事
選
挙
は
、
新
人
で
前
那
覇
市
副

市
長
の
古
謝
玄
太
氏（
42
）が
史
上
最
多

と
な
る
42
万
３
１
２
４
票
を
獲
得
し
、
現

職
の
玉
城
デ
ニ
ー
氏（
66
）に
14
万
７
千

票
余
り
の
差
を
つ
け
た
。
自
民
党
支
援
の

「
保
守
県
政
」の
誕
生
は
12
年
ぶ
り
だ
。

「
古
謝
の
勝
ち
と
言
う
よ
り
、
玉
城
と

オ
ー
ル
沖
縄
の
負
け
」。
古
謝
氏
の
関
係

者
の
言
葉
が
ふ
に
落
ち
る
。
選
挙
中
に
急

激
な
地
殻
変
動
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
複
数
の
要
素
が
重
な
り
、
玉
城
氏
を

支
援
し
た
オ
ー
ル
沖
縄
勢
力
の
限
界
、
県

民
と
の
距
離
が
露
呈
し
た
の
だ
。

船
舶
事
故 

現
職
に
不
利
に

選
挙
の
行
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た

の
は
、
３
月
16
日
に
名
護
市
辺
野
古
沖
で

起
き
た
船
舶
転
覆
事
故
だ
っ
た
。
基
地
建

設
反
対
を
訴
え
る
市
民
団
体「
ヘ
リ
基
地

反
対
協
議
会
」が
運
航
す
る
船
が
高
波
に

あ
お
ら
れ
て
転
覆
し
、
乗
船
し
た
同
志
社

国
際
高
校（
京
都
）の
生
徒
と
、
船
長
が

亡
く
な
っ
た
。
痛
ま
し
い
事
故
は
沖
縄
社

会
に
衝
撃
を
与
え
た
。

玉
城
氏
は
事
故
と
直
接
的
な
関
わ
り
は

な
い
。
し
か
し
、
玉
城
氏
や
オ
ー
ル
沖
縄

側
が
基
地
反
対
運
動
を
目
的
と
し
た
船
の

運
航
を
許
し
た
と
い
う
指
摘
も
上
が
っ
て

い
た
。
指
摘
に
対
し
、
疑
念
を
払
拭
さ
せ

る
対
応
は
弱
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

玉
城
県
政
下
で
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場

の
移
設
に
伴
う
名
護
市
辺
野
古
の
基
地
建

設
問
題
を
巡
る
訴
訟
は
、
県
の
敗
訴
が
続

い
た
。
工
事
の
設
計
変
更
申
請
を
巡
り
、

２
０
２
３
年
に
は
、
国
が
県
の
権
限
を
取

り
上
げ
て
代
わ
り
に
承
認
を
行
う「
代
執

行
」に
及
ん
だ
。
意
思
を
示
し
て
も
基
地

建
設
を
強
行
す
る
国
の
姿
勢
に
対
し
、
県

民
の
間
に
無
力
感
が
募
っ
た
面
も
あ
っ
た
。

致
命
的
だ
っ
た
の
は
玉
城
氏
の
選
挙
戦

略
だ
っ
た
。
所
得
が
全
国
最
低
水
準
に
あ

る
県
民
の
生
活
に
、
物
価
高
騰
が
深
刻
な

打
撃
を
与
え
る
中
で
、
玉
城
氏
は
選
挙
戦

で
史
上
最
高
の
県
予
算
な
ど
、
県
政
の
実

績
を
強
調
し
た
。
生
活
実
感
と
離
れ
た
訴

え
に
共
感
は
広
が
ら
な
か
っ
た
。

前
回
の
選
挙
と
同
様
に
、
ネ
ッ
ト
上
に

は
玉
城
氏
の
批
判
や
、
明
ら
か
な
誤
情
報

が
あ
ふ
れ
た
。
Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）を

分
析
し
た
と
こ
ろ
、
日
々
量
産
さ
れ
る
投

稿
の
発
信
地
は
９
割
が
県
外
か
ら
に
よ
る

も
の
だ
っ
た
。
沖
縄
県
知
事
選
が
ネ
ッ
ト

上
で
収
益
に
つ
な
が
る「
コ
ン
テ
ン
ツ
」

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
た
こ
と
に
、
強
い
違

和
感
が
あ
っ
た
。
刑
事
告
発
さ
れ
た
が
、

取
り
締
ま
り
を
含
め
た
対
応
は
、
後
手
に

回
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

沖
縄
の「
不
条
理
」は
変
わ
ら
ず

た
だ
、
ネ
ッ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で
大
差

の
説
明
は
つ
か
な
い
。
２
月
の
衆
院
選
は

沖
縄
の
４
選
挙
区
で
自
民
党
候
補
が
勝
利

し
た
。
昨
年
の
参
院
選
沖
縄
選
挙
区
も
自

民
党
、
参
政
党
候
補
の
票
数
を
足
せ
ば
、

オ
ー
ル
沖
縄
候
補
を
上
回
っ
て
い
た
。
オ

ー
ル
沖
縄
は
す
で
に
支
持
の
貯
金
を
使
い

果
た
し
て
い
た
の
だ
。

社
会
の「
変
化
」を
求
め
る
県
民
、
と

り
わ
け
若
年
層
に
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ

ず
、
現
職
の
地
滑
り
的
大
敗
に
つ
な
が
っ

た
。
オ
ー
ル
沖
縄
勢
力
の
衰
退
、
史
上
最

も
若
い
知
事
の
誕
生
に
よ
り
、
保
革
で
鋭

く
争
っ
て
き
た
沖
縄
の
政
治
は
変
化
し
、

新
た
な
段
階
に
移
行
し
た
と
言
え
る
。

し
か
し
、
保
守
県
政
へ
の
交
代
後
も
、

米
軍
基
地
が
集
中
す
る
沖
縄
の「
不
条

理
」が
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
基
地
か
ら

派
生
す
る
問
題
が
表
面
化
す
る
た
び
に
、

県
民
感
情
が
揺
れ
動
か
さ
れ
て
き
た
歴
史

も
あ
る
。
選
挙
後
、
古
謝
氏
は「
県
民
の

た
め
の
政
治
を
や
っ
て
い
く
。
基
地
問
題

な
ど
で
県
民
の
意
見
と
違
う
こ
と
が
起
き

れ
ば
、
し
っ
か
り
反
対
は
述
べ
て
い
く
」

と
語
っ
た
。
国
策
と
、
県
民
の
意
思
と
の

間
で
、
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
を

理
解
し
て
い
る
の
だ
。
県
政
史
上
最
も
若

い
知
事
の
手
腕
に
注
目
し
て
い
き
た
い
。

�

（
９
月
2８
日
記
）

沖縄県知事選で落選した現職の玉城デニー氏（９月13日/那
覇市古島の教育福祉会館/琉球新報社提供）
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け
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や
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政
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部
支
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道
部
な
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経
て
　
４
月

か
ら
現
職



13⃝日本記者クラブ会報　2026.10.10　No.680

こ
の
１
カ
月
、
難
し
い
判
断
の
連
続
だ

っ
た
。
８
月
13
日
に
発
生
し
た
千
葉
豪
雨

は「
想
定
外
」の
場
所
で
も
浸
水
被
害
を

引
き
起
こ
し
、
13
人
の
命
を
奪
う
な
ど
県

内
各
地
に
深
い
爪
痕
を
残
し
た
。

当
社
の
社
屋
も
浸
水
被
害
に
遭
い
、
自

宅
や
車
が
被
災
し
た
社
員
も
い
た
。
私
た

ち
自
身
が
被
災
者
と
な
る
中
で
、
地
域
の

状
況
を
伝
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
地
元
紙
と
し
て
の
使
命

感
は
強
か
っ
た
。
地
域
に
最
も
近
い
メ
デ

ィ
ア
と
し
て
存
在
感
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
デ
ス
ク
会
議
で
は「
大
災
害
の

と
き
こ
そ
地
元
紙
の
真
価
が
試
さ
れ
る
」

と
幹
部
た
ち
に
伝
え
、気
を
引
き
締
め
た
。

大
手
メ
デ
ィ
ア
が
豊
富
な
人
員
や
機
材

を
投
入
す
る
中
、
限
ら
れ
た
人
員
で
ど
う

災 害とともに

近さは力 社挙げて知恵
「使命」と「働き方」悩む

平口　亜土
（千葉日報社編集局長）

千葉豪雨 減災
防災
被災

最前線�

独
自
性
を
生
み
出
す
か
が
課
題
だ
っ
た
。

■
県
庁
に
避
難
し
つ
つ
ル
ポ

急
き
ょ
避
難
場
所
と
な
っ
た
県
庁
で
記

者
が
実
際
に
避
難
し
な
が
ら
書
き
上
げ
た

ル
ポ
。
各
地
に
配
置
し
た
記
者
網
を
生
か

し
、
市
町
村
作
成
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

死
角
に
切
り
込
ん
だ
調
査
報
道
。
デ
ス
ク

陣
も
思
い
を
共
有
し
、
次
々
と
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
れ
た
。
局
外
の
社
員
か
ら
も

情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
報
道
を
支
え
た
。

私
自
身
も
当
日
、
予
期
せ
ず
帰
宅
困
難

者
と
な
っ
た
経
験
か
ら「
天
気
予
報
の
限

界
」を
テ
ー
マ
に
記
事
を
書
い
た
。
取
材

者
で
あ
り
、
地
域
の
一
員
で
も
あ
る
の
が

地
元
紙
の
特
徴
だ
。
そ
の
距
離
の
近
さ
を

生
か
し
な
が
ら
、
社
を
挙
げ
て
知
恵
を
絞

り
、
豪
雨
報
道
に
取
り
組
ん
だ
１
カ
月
だ

っ
た
。

一
方
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、
災
害

報
道
と
組
織
運
営
の
あ
り
方
だ
っ
た
。
働

き
方
改
革
が
進
み
、
社
員
の
生
活
へ
の
配

慮
は
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
大
災
害
が

起
き
れ
ば
取
材
部
門
の
負
担
は
一
気
に
高

ま
り
、
平
時
の
勤
務
時
間
だ
け
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
局
面
も
生
じ
る
。
待
遇
が
見

合
わ
な
い
、
と
社
を
去
る
社
員
も
い
る
。

そ
ん
な
中
、
充
実
し
た
報
道
を
維
持
し

つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
記
者
に
過
度
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
な
く
、
や
り
が
い
を
持
っ

て
取
材
に
臨
ん
で
も
ら
え
る
か
。
編
集
責

任
者
と
し
て
、
最
も
頭
を
悩
ま
せ
た
テ
ー

マ
だ
っ
た
。

■
追
い
立
て
ず
に
自
主
性
尊
重

毎
日
の
デ
ス
ク
会
議
で
報
道
の
方
向
性

を
示
し
、必
要
な
指
示
は
出
し
た
。
た
だ
、

個
々
の
記
者
に
対
し
て
結
果
を
過
度
に
求

め
た
り
、
進し

ん

捗ち
ょ
くを

細
か
く
確
認
し
て
追
い

立
て
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
極
力
避
け

た
。
そ
れ
よ
り
も
一
人
一
人
の
自
主
性
を

尊
重
し
、
自
ら
考
え
て
取
材
に
取
り
組
め

る
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
た
。

実
際
、
記
者
自
身
も
上
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
を
こ
な
す
の
で
は
な
く
、
自
ら
課
題

を
見
つ
け
、
自
ら
の
責
任
で
記
事
を
書
き

上
げ
る
経
験
を
積
ん
だ
方
が
成
長
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。
私
自
身
も
若
手
時
代
、
そ

う
し
た
経
験
を
重
ね
る
中
で
鍛
え
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

経
験
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
挑
戦
の
跡

が
見
え
る
記
事
や
着
眼
点
の
ユ
ニ
ー
ク
な

記
事
は（
多
少
粗
削
り
な
部
分
が
あ
っ
た

と
し
て
も
）積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
で

応
え
た
。
１
面
や
社
会
面
の
目
立
つ
位
置

に
掲
載
し
、
デ
ジ
タ
ル
で
も
積
極
的
に
発

信
し
て
記
者
た
ち
の
意
欲
を
後
押
し
し

た
。
今
回
の
豪
雨
取
材
を
通
じ
、
若
手
記

者
た
ち
は
大
き
な
経
験
を
積
み
、
一
回
り

成
長
し
た
よ
う
に
思
う
。

た
だ
、
こ
の
方
針
が
常
に
理
解
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
社
内
の
一
部
か
ら「
報

道
が
弱
い
」と
苦
言
を
呈
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
確
か
に
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
情

報
を
競
う
中
、「
他
社
は
報
じ
て
い
る
の

に
ウ
チ
に
は
な
い
」と
い
う
状
況
は
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
声
も
真し

ん

摯し

に

受
け
止
め
つ
つ
、
何
を
優
先
し
、
何
を
諦

め
る
の
か
。
そ
の
判
断
を
迫
ら
れ
る
毎
日

は
ま
さ
に
綱
渡
り
で
、
胃
の
痛
く
な
る
よ

う
な
日
々
が
続
い
た
。

豪
雨
報
道
は
今
も
続
い
て
い
る
。
被
災

地
の
復
旧
、
防
災
の
あ
り
方
、
気
候
変
動

時
代
の「
想
定
外
」と
の
向
き
合
い
方
な

ど
、
掘
り
下
げ
る
べ
き
テ
ー
マ
は
尽
き
な

い
。
私
自
身
に
も
、
地
元
紙
が
今
後
ど
の

よ
う
に
災
害
報
道
を
担
っ
て
い
く
べ
き
か

と
い
う
問
い
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
明
確

な
答
え
は
今
も
見
え
て
い
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

報
道
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。

�

（
９
月
14
日
記
）

千葉日報社に隣接する道路は冠水し、本社１階の一部も
浸水被害に遭った（８月13日午後10時35分ごろ/千葉日報社提供）
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ど
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長
な
ど
を
経
て
　

2
0
2
5
年
４
月
よ
り
現
職
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企
画「
歪
ん
だ
関
係
」�

金
子

　渡（
西
日
本
新
聞
社
報
道
セ
ン
タ
ー
社
会
担
当
部
長
）

祝
賀
会
に
な
ぜ
多
く
の
県
幹
部

見
え
な
い
忖
度
を
可
視
化

「
パ
ー
テ
ィ
ー
に
大
勢
の
県
幹
部
が
出

席
し
て
い
る
」。
き
っ
か
け
は
あ
る
記
者

が
感
じ
た
小
さ
な
違
和
感
だ
っ
た
。

福
岡
県
議
会
正
副
議
長
の
政
治
資
金
パ

ー
テ
ィ
ー
。
通
常
、
議
長
・
副
議
長
の
任

期
は
４
年
だ
が
、
県
議
会
で
は
１
年
交
代

が
常
態
化
。毎
年
就
任
祝
賀
会
が
開
か
れ
、

ほ
と
ん
ど
の
県
幹
部
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。

何
か
強
制
的
に
券
を
購
入
さ
せ
る
仕
組

み
が
あ
る
は
ず
だ
。
そ
の
証
拠
を
つ
か
も

う
と
取
材
を
始
め
た
。
こ
ち
ら
の
動
き
を

察
知
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
ま
ず
は
Ｏ
Ｂ
か

ら
当
た
っ
た
。
そ
れ
か
ら
１
年
以
上
、
数

十
人
の
現
・
元
職
を
取
材
し
て
証
言
を
集

め
た
。

給
与
天
引
き
し
パ
ー
券
購
入

そ
う
し
て
突
き
止
め
た
の
が
、
課
長
級

以
上
の
職
員
で
つ
く
る
親
睦
会「
部
課
長

会
」が
職
員
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
た
会

費
で
、
正
副
議
長
や
自
民
党
県
議
団
幹
部

の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
購
入
す
る

シ
ス
テ
ム
だ
っ
た
。

取
材
に
応
じ
た
職
員
た
ち
は「
断
れ
な

い
」「
長
年
の
慣
例
だ
っ
た
」と
繰
り
返
し

た
。誰
か
に
命
令
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

明
文
化
さ
れ
た
ル
ー
ル
が
あ
る
わ
け
で
も

な
い
。
だ
が
議
会
と
の
関
係
を
考
え
れ
ば

従
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
浮
か
び
上
が
っ
た

の
は
、
行
政
が
議
会
へ
過
剰
に
忖
度
す
る

「
歪ゆ

が

ん
だ
関
係
」。
今
回
の
取
材
は
、
そ
ん

な
見
え
な
い
忖そ

ん

度た
く

を
可
視
化
す
る
作
業
だ

っ
た
。

ワ
ッ
ペ
ン
企
画「
歪
ん
だ
関
係
　
福
岡

県
政
を
追
う
」を
昨
年
12
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
県
議
会
に
よ
る
高
額
か
つ
不
透
明
な

海
外
活
動
を
皮
切
り
に
、
前
述
の
部
課
長

会
に
よ
る
パ
ー
テ
ィ
ー
券
購
入
▼
ワ
ン
ヘ

ル
ス
関
連
講
演
の
謝
礼
金
水
増
し
▼
県
議

会
に
よ
る
取
材
規
制
▼
自
民
県
議
へ
の
質

問
案
の
横
流
し
▼
職
員
に
よ
る
議
会
質
問

の
代
行
作
成
―
と
次
々
と
特
報
。
９
月
時

点
で
関
連
原
稿
は
３
０
０
本
を
超
え
た
。

「
議
長
１
千
万
円
」の
う
わ
さ

実
は
今
回
の
取
材
に
は
当
初
か
ら
別
の

狙
い
が
あ
っ
た
。

議
長
１
千
万
円
、
副
議
長
５
０
０
万
円

―
。
そ
れ
は
正
副
議
長
ポ
ス
ト
を
巡
っ

て
カ
ネ
が
飛
び
交
っ
て
い
る
と
い
う
長
年

の〝
う
わ
さ
〟を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ

っ
た
。
そ
の
カ
ネ
は
議
長
・
副
議
長
就
任

パ
ー
テ
ィ
ー
で
回
収
し
て
い
る
と
も
聞
い

て
い
た
。

一
連
の
取
材
と
並
行
し
て
議
長
・
副
議

長
経
験
者
を
取
材
し
、
複
数
人
か
ら「
自

民
幹
部
に
金
銭
を
支
払
っ
た
」と
の
証
言

を
得
た
。
た
だ
実
名
で
証
言
し
て
く
れ
る

人
は
お
ら
ず
、
記
事
化
に
は
か
な
り
の
時

間
が
か
か
る
と
覚
悟
し
て
い
た
。

そ
の
瞬
間
は
突
然
訪
れ
た
。７
月
２
日
、

元
議
長
の
吉
松
源
昭
県
議
が
県
警
の
事
情

聴
取
に
応
じ
た
と
の
情
報
を
聞
き
つ
け
、

聴
取
直
後
の
吉
松
氏
に
接
触
。
金
銭
授
受

の
話
を
告
発
し
な
い
か
と
持
ち
か
け
た
。

同
時
期
に
副
議
長
だ
っ
た
江
藤
秀
之
県
議

（
自
民
県
議
団
）に
も
取
材
し
、
２
人
か
ら

実
名
で
証
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
自
民
幹
部
に
２
７
５
０
万
円
／
正
副

議
長
就
任
前
、
２
県
議
が
証
言
」。
同
月

５
日
付
の
朝
刊
で
大
き
く
報
じ
た
こ
と

で
、
疑
惑
は
一
気
に
全
国
区
に
な
っ
た
。

支
払
先
と
名
指
し
さ
れ
た
県
議
会
の
重
鎮

蔵
内
勇
夫
議
長
や
中
尾
正
幸
副
議
長
ら
５

人
は
い
ず
れ
も
否
定
し
た
が
、
次
々
と
辞

任
・
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
て
い
く
。

報
道
の
結
果
、
部
課
長
会
に
よ
る
パ
ー

テ
ィ
ー
券
購
入
は
禁
止
さ
れ
た
。
海
外
活

動
の
運
用
見
直
し
、
蔵
内
氏
が
推
進
し
た

ワ
ン
ヘ
ル
ス
事
業
の
一
時
凍
結
と
知
事
の

諮
問
機
関
で
の
再
検
証
に
も
つ
な
が
っ

た
。
と
は
い
え
、
金
銭
授
受
疑
惑
で
は
当

事
者
の
意
見
が
真
っ
向
か
ら
対
立
。
弁
護

士
で
つ
く
る
第
三
者
委
員
会
が
調
査
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
実
態
解
明
は
こ
れ

か
ら
だ
。

「
歪
ん
だ
関
係
」は
行
政
と
議
会
だ
け
で

は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
報
道
機
関
と
両
者
の

関
係
も
歪
ん
で
い
な
か
っ
た
か
。
タ
イ
ト

ル
に
は
そ
ん
な
自
省
も
込
め
た
。
小
さ
な

違
和
感
を
見
逃
さ
ず
、
お
か
し
な
慣
例
に

「
な
ぜ
」と
問
い
続
け
る
。そ
れ
こ
そ
が
地
方

紙
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
だ
と
感
じ
て
い
る
。

＊
同
企
画
は
２
０
２
６
年
新
聞
協
会
賞
を
受
賞

正副議長ポストを巡る金銭授受疑惑で議員辞職に
追い込まれた蔵内勇夫前県議会議長（西日本新聞社
提供）

か
ね
こ
・
わ
た
る
▼
2
0
0
1
年
入
社
　
社
会

部
　
東
京
報
道
部
　
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
を
経

て
　
８
月
か
ら
現
職

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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こ
の
１
カ
月
、
難
し
い
判
断
の
連
続
だ

っ
た
。
８
月
13
日
に
発
生
し
た
千
葉
豪
雨

は「
想
定
外
」の
場
所
で
も
浸
水
被
害
を

引
き
起
こ
し
、
13
人
の
命
を
奪
う
な
ど
県

内
各
地
に
深
い
爪
痕
を
残
し
た
。

当
社
の
社
屋
も
浸
水
被
害
に
遭
い
、
自

宅
や
車
が
被
災
し
た
社
員
も
い
た
。
私
た

ち
自
身
が
被
災
者
と
な
る
中
で
、
地
域
の

状
況
を
伝
え
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
も
ち
ろ
ん
、
地
元
紙
と
し
て
の
使
命

感
は
強
か
っ
た
。
地
域
に
最
も
近
い
メ
デ

ィ
ア
と
し
て
存
在
感
を
示
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
デ
ス
ク
会
議
で
は「
大
災
害
の

と
き
こ
そ
地
元
紙
の
真
価
が
試
さ
れ
る
」

と
幹
部
た
ち
に
伝
え
、気
を
引
き
締
め
た
。

大
手
メ
デ
ィ
ア
が
豊
富
な
人
員
や
機
材

を
投
入
す
る
中
、
限
ら
れ
た
人
員
で
ど
う

災 害とともに

近さは力 社挙げて知恵
「使命」と「働き方」悩む

平口　亜土
（千葉日報社編集局長）

千葉豪雨 減災
防災
被災

最前線�

独
自
性
を
生
み
出
す
か
が
課
題
だ
っ
た
。

■
県
庁
に
避
難
し
つ
つ
ル
ポ

急
き
ょ
避
難
場
所
と
な
っ
た
県
庁
で
記

者
が
実
際
に
避
難
し
な
が
ら
書
き
上
げ
た

ル
ポ
。
各
地
に
配
置
し
た
記
者
網
を
生
か

し
、
市
町
村
作
成
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

死
角
に
切
り
込
ん
だ
調
査
報
道
。
デ
ス
ク

陣
も
思
い
を
共
有
し
、
次
々
と
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
れ
た
。
局
外
の
社
員
か
ら
も

情
報
が
寄
せ
ら
れ
、
報
道
を
支
え
た
。

私
自
身
も
当
日
、
予
期
せ
ず
帰
宅
困
難

者
と
な
っ
た
経
験
か
ら「
天
気
予
報
の
限

界
」を
テ
ー
マ
に
記
事
を
書
い
た
。
取
材

者
で
あ
り
、
地
域
の
一
員
で
も
あ
る
の
が

地
元
紙
の
特
徴
だ
。
そ
の
距
離
の
近
さ
を

生
か
し
な
が
ら
、
社
を
挙
げ
て
知
恵
を
絞

り
、
豪
雨
報
道
に
取
り
組
ん
だ
１
カ
月
だ

っ
た
。

一
方
で
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
が
、
災
害

報
道
と
組
織
運
営
の
あ
り
方
だ
っ
た
。
働

き
方
改
革
が
進
み
、
社
員
の
生
活
へ
の
配

慮
は
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
大
災
害
が

起
き
れ
ば
取
材
部
門
の
負
担
は
一
気
に
高

ま
り
、
平
時
の
勤
務
時
間
だ
け
で
は
対
応

し
き
れ
な
い
局
面
も
生
じ
る
。
待
遇
が
見

合
わ
な
い
、
と
社
を
去
る
社
員
も
い
る
。

そ
ん
な
中
、
充
実
し
た
報
道
を
維
持
し

つ
つ
、
ど
の
よ
う
に
記
者
に
過
度
な
負
担

を
強
い
る
こ
と
な
く
、
や
り
が
い
を
持
っ

て
取
材
に
臨
ん
で
も
ら
え
る
か
。
編
集
責

任
者
と
し
て
、
最
も
頭
を
悩
ま
せ
た
テ
ー

マ
だ
っ
た
。

■
追
い
立
て
ず
に
自
主
性
尊
重

毎
日
の
デ
ス
ク
会
議
で
報
道
の
方
向
性

を
示
し
、必
要
な
指
示
は
出
し
た
。
た
だ
、

個
々
の
記
者
に
対
し
て
結
果
を
過
度
に
求

め
た
り
、
進し

ん

捗ち
ょ
くを

細
か
く
確
認
し
て
追
い

立
て
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
極
力
避
け

た
。
そ
れ
よ
り
も
一
人
一
人
の
自
主
性
を

尊
重
し
、
自
ら
考
え
て
取
材
に
取
り
組
め

る
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
た
。

実
際
、
記
者
自
身
も
上
か
ら
言
わ
れ
た

こ
と
を
こ
な
す
の
で
は
な
く
、
自
ら
課
題

を
見
つ
け
、
自
ら
の
責
任
で
記
事
を
書
き

上
げ
る
経
験
を
積
ん
だ
方
が
成
長
に
つ
な

が
る
だ
ろ
う
。
私
自
身
も
若
手
時
代
、
そ

う
し
た
経
験
を
重
ね
る
中
で
鍛
え
ら
れ
て

き
た
。
そ
の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

経
験
や
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
挑
戦
の
跡

が
見
え
る
記
事
や
着
眼
点
の
ユ
ニ
ー
ク
な

記
事
は（
多
少
粗
削
り
な
部
分
が
あ
っ
た

と
し
て
も
）積
極
的
に
評
価
す
る
こ
と
で

応
え
た
。
１
面
や
社
会
面
の
目
立
つ
位
置

に
掲
載
し
、
デ
ジ
タ
ル
で
も
積
極
的
に
発

信
し
て
記
者
た
ち
の
意
欲
を
後
押
し
し

た
。
今
回
の
豪
雨
取
材
を
通
じ
、
若
手
記

者
た
ち
は
大
き
な
経
験
を
積
み
、
一
回
り

成
長
し
た
よ
う
に
思
う
。

た
だ
、
こ
の
方
針
が
常
に
理
解
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
社
内
の
一
部
か
ら「
報

道
が
弱
い
」と
苦
言
を
呈
さ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
確
か
に
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
が
情

報
を
競
う
中
、「
他
社
は
報
じ
て
い
る
の

に
ウ
チ
に
は
な
い
」と
い
う
状
況
は
少
な

か
ら
ず
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
声
も
真し

ん

摯し

に

受
け
止
め
つ
つ
、
何
を
優
先
し
、
何
を
諦

め
る
の
か
。
そ
の
判
断
を
迫
ら
れ
る
毎
日

は
ま
さ
に
綱
渡
り
で
、
胃
の
痛
く
な
る
よ

う
な
日
々
が
続
い
た
。

豪
雨
報
道
は
今
も
続
い
て
い
る
。
被
災

地
の
復
旧
、
防
災
の
あ
り
方
、
気
候
変
動

時
代
の「
想
定
外
」と
の
向
き
合
い
方
な

ど
、
掘
り
下
げ
る
べ
き
テ
ー
マ
は
尽
き
な

い
。
私
自
身
に
も
、
地
元
紙
が
今
後
ど
の

よ
う
に
災
害
報
道
を
担
っ
て
い
く
べ
き
か

と
い
う
問
い
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
明
確

な
答
え
は
今
も
見
え
て
い
な
い
が
、
こ
れ

か
ら
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い

報
道
を
追
求
し
て
い
き
た
い
。

�

（
９
月
14
日
記
）

千葉日報社に隣接する道路は冠水し、本社１階の一部も
浸水被害に遭った（８月13日午後10時35分ごろ/千葉日報社提供）

ひ
ら
ぐ
ち
・
あ
ど
▼
1
9
9
7
年
入
社
　
デ
ジ

タ
ル
編
集
部
長
　
編
集
局
次
長
な
ど
を
経
て
　

2
0
2
5
年
４
月
よ
り
現
職
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書 いた話　書かなかった話

留
を
経
て
釈
放
、
国
外
追
放
さ
れ
、
帰
国

し
て
い
た
。
岡
崎
は
覚
書
貿
易
終
了
に
当

た
っ
て「
唯
一
の
心
残
り
」だ
っ
た「
鮫
島

記
者
の
名
誉
回
復
」を
図
ろ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
中
国
か
ら
届
い
た
同
行
記
者

の
招
待
状
に
日
経
だ
け
除
外
さ
れ
て
い

た
。
や
む
な
く
日
経
は
代
わ
り
の
記
者
を

申
請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
キ
ャ
ッ
プ
に

海
外
出
張
の
予
定
が
あ
り
、
僕
が
指
名
さ

れ
た
。
入
社
５
年
目
、
記
者
団
で
は
最
年

少
だ
っ
た
。

72
年
10
月
23
日
、
覚
書
貿
易
交
渉
団
は

団
長
の
岡
崎
が
社
長
を
務
め
た
全
日
空
機

で
羽
田
か
ら
上
海
を
目
指
し
た
。
ま
だ
国

際
線
に
進
出
で
き
て
な
か
っ
た
全
日
空
に

と
っ
て
上
海
乗
り
入
れ
は
初
め
て
。
周
恩

来
の
岡
崎
へ
の
配
慮
が
う
か
が
え
た
。

上
海
は
戦
前
、
岡
崎
が
日
銀
マ
ン
と
し

場
の
赤
壁
を
遠
望
し
て
50
時
間
、
よ
う
や

く
武
漢
長
江
大
橋
が
見
え
、
漢
口
に
着
い

た
。
そ
の
間
、
１
本
の
橋
も
く
ぐ
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
長
江
に
は
三

峡
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
重
慶
と
武
漢
の
間

の
架
橋
は
70
基
を
超
え
る
と
い
う
。

◆
鮫
島
記
者
の
名
誉
回
復
が
実
現

岡
崎
が「
積
み
残
し
た
」と
言
う「
鮫
島

記
者
の
名
誉
回
復
」は
文
革
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

を
待

っ
て
実
現
し
た
。
77
年
９
月
、
李
先
念
副

首
相
が
人
民
大
会
堂
で
鮫
島
に
直
接
陳
謝

し
た
。

「
鮫
島
逮
捕
」が
報
じ
ら
れ
た
時
、
岡

崎
は
鮫
島
夫
人
か
ら「
助
け
て
く
だ
さ

い
」と
泣
き
つ
か
れ
た
。
そ
こ
で「
男
は

大
病
す
る
、
浪
人
を
す
る
、
監
獄
に
入
る

と
大
成
す
る
。
ご
主
人
は
き
っ
と
偉
く
な

り
ま
す
」と
励
ま
し
た
。
88
年
に
鮫
島
が

日
経
の
常
務
取
締
役
東
京
編
集
局
長
に
就

任
し
た
時
、
岡
崎
は「
僕
の
言
っ
た
通
り

に
な
っ
た
だ
ろ
う
」と
得
意
げ
だ
っ
た
。

鮫
島
は
日
経
退
社
後
、
回
想
録
を
書
き
始

め
て
い
た
が
、
２
０
０
４
年
に
死
去
、
未

完
に
終
わ
っ
た
。
中
国
で
の「
逮
捕
・
勾

留
」が「
書
か
な
か
っ
た
話
」と
な
っ
た
の

が
惜
し
ま
れ
る
。

岡
崎
は
日
中
の
国
交
が
回
復
、
覚
書
貿

易
交
渉
が
終
わ
っ
た
時
、「
次
は
イ
ン
ド
だ
」

と
語
っ
た
。
日
本
と
中
国
と
イ
ン
ド
が
連

携
し
て
欧
米
偏
重
の
世
界
で
ア
ジ
ア
の
地

位
を
高
め
る
の
が
究
極
の
願
い
だ
っ
た
。

◆
互
い
に「
兄
弟
」と
呼
び
合
う
仲

岡
崎
は
戦
後
は
62
年
に
Ｌ
Ｔ
貿
易
交
渉

で
初
め
て
訪
中
し
、
周
恩
来
に
初
対
面
。

以
来
亡
く
な
る
４
カ
月
前
の
89
年
５
月
の

訪
中
が
１
０
０
回
目
だ
っ
た
。
貿
易
交
渉

に
伴
う
周
恩
来
と
の
会
談
は
公
式
に
は
18

回
だ
が
、そ
れ
以
外
の
訪
中
で
も
岡
崎
は
、

ほ
ぼ
毎
回
、
周
に
面
会
し
た
。
会
食
、
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
含
め
る
と
周
恩
来
と
は

50
回
以
上
会
っ
た
と
推
測
す
る
。

岡
崎
は
周
恩
来
を「
私
心
の
な
い
人
」

と
信
頼
し
、敬
っ
た
。岡
崎
が
一
つ
歳
上
の

同
世
代
で
、
話
が
合
い
、
互
い
に「
兄
弟
」

と
呼
び
合
う
仲
と
な
っ
た
。
岡
崎
が
中
国

を
頻
繁
に
訪
れ
た
の
は
貿
易
交
渉
も
さ
る

こ
と
な
が
ら「
周
恩
来
に
会
い
た
い
」と

の
動
機
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

隣
国
同
士
と
は
言
え
、
一
国
の「
首
相
」

が
他
国
の「
民
間
経
済
人
」と
、
か
く
も

固
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
、
両
国
の
友
好

親
善
を
推
進
し
た
例
を
知
ら
な
い
。

日
中
国
交
回
復
か
ら
54
年
、
日
中
関
係

は「
高
市
早
苗
首
相
の
発
言
」も
あ
っ
て

「
人
、
モ
ノ
、
文
化
の
交
流
」が
途
絶
え
、

最
悪
と
慨
嘆
に
堪
え
な
い
。
そ
う
し
た
状

況
を
な
ぜ
解
消
で
き
な
い
の
か
。
幾
つ
も

理
由
は
あ
る
が
、
か
つ
て
の「
周
恩
来
、

岡
崎
嘉
平
太
」の
よ
う
な
人
物
が
不
在
、

「
人
的
パ
イ
プ
」が
失
わ
れ
、
両
国
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
け
て
い
る
の

が
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

（
敬
称
略
）

て
勤
務
、
鉄
道
省
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た

佐
藤
栄
作
と
半
年
ほ
ど
駐
在
期
間
が
重
な

っ
た
。�

そ
の
頃
、
所
用
で
日
本
へ
帰
る

船
の
甲
板
で
、
岡
崎
は
上
海
一
の
美
人
と

評
判
の
日
本
人
芸
者
に
会
っ
た
。
彼
女
は

「
佐
藤
さ
ん
が
好
き
、
箱
膳
を
彼
の
前
に

持
っ
て
い
く
と
足
が
震
え
る
」と
打
ち
明

け
た
。
後
に「
昭
和
の
団
十
郎
」と
呼
ば

れ
た
佐
藤
は
モ
テ
た
。「
だ
か
ら
僕
は
昔

か
ら
佐
藤
が
嫌
い
だ
っ
た
」。
岡
崎
は
上

海
の
ホ
テ
ル
か
ら
夜
景
を
懐
か
し
そ
う
に

眺
め
な
が
ら
い
た
ず
ら
っ
子
の
よ
う
な
笑

み
を
浮
か
べ
た
。

戦
後
も
岡
崎
と
佐
藤
の
因
縁
が
続
く
。

岡
崎
が
全
日
空
の
社
長
を
務
め
て
い
た
66

年
に
全
日
空
機
が
松
山
市
沖
で
墜
落
し

た
。
こ
の
時
、
岡
崎
は
覚
書
貿
易
交
渉
の

団
長
と
し
て
中
国
へ
渡
り
、
日
本
を
留
守

に
し
て
い
た
。
そ
れ
に
当
時
、
首
相
だ
っ

た
佐
藤
は
激
怒
し
た
。
岡
崎
は
事
故
の
責

任
を
と
っ
て
社
長
を
辞
任
し
た
。�

上
海
経
由
で
北
京
入
り
し
た
覚
書
貿
易

交
渉
団
は
交
渉
が
終
わ
っ
た
72
年
10
月
30

日
、
中
国
側
代
表
の
劉
希
文
ら
の
案
内
で

北
京
を
出
発
し
た
。
周
恩
来「
差
し
回
し

の
専
用
機
」で
杭
州
を
皮
切
り
に
上
海
、

桂
林
、
重
慶
、
武
漢
、
広
州
へ
の
旅
へ
向

か
っ
た
。
旅
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
重
慶

か
ら
武
漢
ま
で
、
１
３
０
０
㌔
を
２
７
０

０
㌧
の
東
方
紅
31
号
に
乗
り
、
２
泊
３
日

の「
長
江
下
り
」。
船
は
李
白
が
詠
ん
だ

白
帝
城
の
山
裾
を
通
過
、
急
流
が
２
０
０

㌔
も
続
く
三
峡
を
抜
け
、
三
国
志
の
古
戦
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日
本
は
敗
戦
か
ら
四
半
世
紀
、
１
９
７

０
年
代
に
入
っ
て
最
も
重
要
な
政
治
・
外

交
課
題
は「
中
国（
中
華
人
民
共
和
国
）と

の
国
交
回
復
」だ
っ
た
。

そ
の
懸
案
が
大
き
く
動
き
始
め
た
の
が

72
年
７
月
の
自
由
民
主
党
大
会
。
佐
藤
栄

作
首
相
の
後
継
を
福
田
赳
夫
と
田
中
角
栄

が
争
い
、
田
中
が
新
総
裁
に
選
ば
れ
た
。

総
裁
選
の
争
点
は「
日
中
国
交
回
復
」。

田
中
は
促
進
派
、福
田
は
慎
重
派
だ
っ
た
。

僕
は
自
民
党
大
会
の
テ
レ
ビ
中
継
を
当

時
、
所
属
し
て
い
た
貿
易
記
者
ク
ラ
ブ

（
ジ
ェ
ト
ロ
事
務
所
内
）で
見
て
い
た
。
新

総
裁
に
選
出
さ
れ
た
田
中
の
あ
い
さ
つ
を

聞
き
終
え
、
徒
歩
５
分
の
日
中
覚
書
貿
易

事
務
所
へ
向
か
っ
た
。
岡
崎
嘉
平
太
代
表

の
コ
メ
ン
ト
を
取
る
た
め
だ
。

岡
崎
は
22
年
に
日
本
銀
行
へ
入
行
、
中

国
・
上
海
勤
務
を
経
験
し
た
が
、
戦
後
は

企
業
再
建
や
全
日
本
空
輸
の
社
長
を
務
め

た
経
済
人
。
国
交
の
な
い
中
国
と
の
交
易

の
必
要
を
痛
感
、
親
中
派
政
治
家
の
松
村

謙
三
、
高
碕
達
之
助
ら
と
共
に
62
年
に
協

周
恩
来
首
相
と
岡
崎
嘉
平
太

日
中
友
好
親
善
へ
の
固
い
絆

定
に
基
づ
く「
Ｌ
Ｔ
貿
易（
中
国
側
代
表

の
廖
承
志
と
高
碕
の
頭
文
字
を
と
っ
た
）」

を
立
ち
上
げ
、
日
中
経
済
交
流
の
パ
イ
プ

を
つ
な
い
で
き
た
。

僕
は
岡
崎
に
会
う
な
り「
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
日
中
国
交
回
復
が
実
現
し

ま
す
ね
」と
勢
い
込
ん
で
問
い
か
け
た
。

す
る
と
岡
崎
は
い
つ
も
の
穏
や
か
な
表
情

で「
水
の
流
れ
る
方
向
は
変
わ
り
そ
う
だ

が
、
流
れ
て
い
る
水
は
濁
る
か
も
し
れ
な

い
」と
ク
ー
ル
に
応
じ
た
。

２
年
半
後
、
金
脈
問
題
が
浮
上
し
、
田

中
は
首
相
を
辞
任
、
76
年
７
月
に
は
ロ
ッ

キ
ー
ド
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
。
岡
崎
の
慧け

い

眼が
ん

通
り
と
な
っ
た
。

◆「
井
戸
掘
っ
た
人
を
忘
れ
な
い
」

「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
付
き
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
」

と
言
わ
れ
た
戦
後
最
年
少
の
首
相
の
決
断

は
速
か
っ
た
。
田
中
は
首
相
就
任
か
ら
40

日
足
ら
ず
の
８
月
15
日
、
来
日
中
の
上
海

バ
レ
エ
団
の
孫
平
化
団
長
に
会
い
、「
周

恩
来
首
相
の
訪
中
招
請
」を
受
諾
、
９
月

下
旬
の
訪
中
が
固
ま
っ
た
。
そ
の
訪
中
団

に
民
間
人
の
岡
崎
は
加
わ
れ
な
い
。
そ
れ

を
知
っ
た
周
恩
来
は「
岡
崎
さ
ん
が
国
交

回
復
の
日
を
北
京
で
迎
え
る
よ
う
招
待
し

ろ
」と
指
示
し
た
。
岡
崎
は
田
中
首
相
よ

り
一
足
早
く
北
京
へ
飛
ん
だ
。

田
中
が
北
京
入
り
す
る
２
日
前
、
周
恩

来
は
岡
崎
と
北
京
在
住
の
日
中
双
方
の
覚

書
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
を
招
き
、
小
宴
を
開

い
た
。「
水
を
飲
む
時
に
は
井
戸
を
掘
っ

た
人
を
忘
れ
な
い
」と
周
は
述
べ
、
覚
書

貿
易
関
係
者
を
労
っ
た
。

国
交
が
回
復
す
れ
ば
覚
書
貿
易
の
使
命

は
終
わ
る
。
そ
こ
で
周
恩
来
は
岡
崎
を

「
国
交
回
復
の
民
間
人
の
最
大
の
功
労
者
」

と
た
た
え
、「
最
後
の
交
渉
が
終
わ
っ
た

ら
中
国
の
お
望
み
の
所
を
旅
行
し
て
く
だ

さ
い
」と
誘
っ
た
。
岡
崎
は「
敦
煌
」を
希

望
し
た
が
、
そ
の
地
域
は「
ま
だ
」と
い

う
事
情
で「
三
峡
の
嶮け

ん

を
通
る
長
江
下

り
」を
勧
め
ら
れ
た
。
岡
崎
は
松
村
謙
三

か
ら「
桂
林
か
ら
の
漓り

江こ
う

下
り
」の
素
晴

ら
し
さ
も
聞
か
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
れ

を
話
す
と
、
周
恩
来
は
覚
書
貿
易
の
中
国

側
代
表
の
劉
希
文
へ「
桂
林
も
案
内
す
る

よ
う
」指
示
し
た
。

◆
代
打
で
貿
易
交
渉
団
に
同
行

72
年
９
月
25
日
、
田
中
首
相
、
大
平
正

芳
外
相
ら
は
北
京
へ
到
着
、
29
日
に
田
中

角
栄
と
周
恩
来
は
共
同
声
明
に
調
印
し
、

日
中
国
交
回
復
が
実
現
し
た
。

そ
れ
を
見
届
け
て
岡
崎
は
帰
国
、
最
後

の
覚
書
貿
易
交
渉
の
準
備
を
進
め
た
。
交

渉
団
に
は
報
道
記
者
の
同
行
が
認
め
ら
れ

覚
書
貿
易
事
務
所
か
ら
貿
易
記
者
ク
ラ
ブ

の
加
盟
各
社
へ
同
行
記
者
１
人
を
申
請
す

る
よ
う
要
請
が
来
た
。

た
だ
し「
日
本
経
済
新
聞
社
だ
け
は
鮫

島
敬
治
記
者
を
申
請
し
て
ほ
し
い
」が
岡

崎
の
意
向
だ
っ
た
。

鮫
島
は
Ｌ
Ｔ
貿
易
交
渉
の
一
環
と
し
て

64
年
９
月
に
実
現
し
た
日
中
記
者
交
換
に

よ
り
北
京
へ
派
遣
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
文

化
大
革
命
の
渦
中
、
68
年
６
月
に「
ス
パ

イ
容
疑
」で
逮
捕
さ
れ
た
。
１
年
半
の
勾

上
う え

田
だ

　克
か つ

己
み

1968年日本経済新聞社入社　
大阪本社経済部　東京本社工
業部を経て　ロンドン特派員　
西部支社編集部長　東京本社
産業部長　編集局総務　出版
局長などを経て　2001年テレ
ビ東京常務取締役　04年BS
ジャパン（現BSテレビ東京）
社長　07年テレビ大阪代表取
締役社長　10年同代表取締役
会長
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留
を
経
て
釈
放
、
国
外
追
放
さ
れ
、
帰
国

し
て
い
た
。
岡
崎
は
覚
書
貿
易
終
了
に
当

た
っ
て「
唯
一
の
心
残
り
」だ
っ
た「
鮫
島

記
者
の
名
誉
回
復
」を
図
ろ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
中
国
か
ら
届
い
た
同
行
記
者

の
招
待
状
に
日
経
だ
け
除
外
さ
れ
て
い

た
。
や
む
な
く
日
経
は
代
わ
り
の
記
者
を

申
請
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
キ
ャ
ッ
プ
に

海
外
出
張
の
予
定
が
あ
り
、
僕
が
指
名
さ

れ
た
。
入
社
５
年
目
、
記
者
団
で
は
最
年

少
だ
っ
た
。

72
年
10
月
23
日
、
覚
書
貿
易
交
渉
団
は

団
長
の
岡
崎
が
社
長
を
務
め
た
全
日
空
機

で
羽
田
か
ら
上
海
を
目
指
し
た
。
ま
だ
国

際
線
に
進
出
で
き
て
な
か
っ
た
全
日
空
に

と
っ
て
上
海
乗
り
入
れ
は
初
め
て
。
周
恩

来
の
岡
崎
へ
の
配
慮
が
う
か
が
え
た
。

上
海
は
戦
前
、
岡
崎
が
日
銀
マ
ン
と
し

場
の
赤
壁
を
遠
望
し
て
50
時
間
、
よ
う
や

く
武
漢
長
江
大
橋
が
見
え
、
漢
口
に
着
い

た
。
そ
の
間
、
１
本
の
橋
も
く
ぐ
ら
な
か

っ
た
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
、
長
江
に
は
三

峡
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
重
慶
と
武
漢
の
間

の
架
橋
は
70
基
を
超
え
る
と
い
う
。

◆
鮫
島
記
者
の
名
誉
回
復
が
実
現

岡
崎
が「
積
み
残
し
た
」と
言
う「
鮫
島

記
者
の
名
誉
回
復
」は
文
革
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

を
待

っ
て
実
現
し
た
。
77
年
９
月
、
李
先
念
副

首
相
が
人
民
大
会
堂
で
鮫
島
に
直
接
陳
謝

し
た
。

「
鮫
島
逮
捕
」が
報
じ
ら
れ
た
時
、
岡

崎
は
鮫
島
夫
人
か
ら「
助
け
て
く
だ
さ

い
」と
泣
き
つ
か
れ
た
。
そ
こ
で「
男
は

大
病
す
る
、
浪
人
を
す
る
、
監
獄
に
入
る

と
大
成
す
る
。
ご
主
人
は
き
っ
と
偉
く
な

り
ま
す
」と
励
ま
し
た
。
88
年
に
鮫
島
が

日
経
の
常
務
取
締
役
東
京
編
集
局
長
に
就

任
し
た
時
、
岡
崎
は「
僕
の
言
っ
た
通
り

に
な
っ
た
だ
ろ
う
」と
得
意
げ
だ
っ
た
。

鮫
島
は
日
経
退
社
後
、
回
想
録
を
書
き
始

め
て
い
た
が
、
２
０
０
４
年
に
死
去
、
未

完
に
終
わ
っ
た
。
中
国
で
の「
逮
捕
・
勾

留
」が「
書
か
な
か
っ
た
話
」と
な
っ
た
の

が
惜
し
ま
れ
る
。

岡
崎
は
日
中
の
国
交
が
回
復
、
覚
書
貿

易
交
渉
が
終
わ
っ
た
時
、「
次
は
イ
ン
ド
だ
」

と
語
っ
た
。
日
本
と
中
国
と
イ
ン
ド
が
連

携
し
て
欧
米
偏
重
の
世
界
で
ア
ジ
ア
の
地

位
を
高
め
る
の
が
究
極
の
願
い
だ
っ
た
。

◆
互
い
に「
兄
弟
」と
呼
び
合
う
仲

岡
崎
は
戦
後
は
62
年
に
Ｌ
Ｔ
貿
易
交
渉

で
初
め
て
訪
中
し
、
周
恩
来
に
初
対
面
。

以
来
亡
く
な
る
４
カ
月
前
の
89
年
５
月
の

訪
中
が
１
０
０
回
目
だ
っ
た
。
貿
易
交
渉

に
伴
う
周
恩
来
と
の
会
談
は
公
式
に
は
18

回
だ
が
、そ
れ
以
外
の
訪
中
で
も
岡
崎
は
、

ほ
ぼ
毎
回
、
周
に
面
会
し
た
。
会
食
、
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
含
め
る
と
周
恩
来
と
は

50
回
以
上
会
っ
た
と
推
測
す
る
。

岡
崎
は
周
恩
来
を「
私
心
の
な
い
人
」

と
信
頼
し
、敬
っ
た
。岡
崎
が
一
つ
歳
上
の

同
世
代
で
、
話
が
合
い
、
互
い
に「
兄
弟
」

と
呼
び
合
う
仲
と
な
っ
た
。
岡
崎
が
中
国

を
頻
繁
に
訪
れ
た
の
は
貿
易
交
渉
も
さ
る

こ
と
な
が
ら「
周
恩
来
に
会
い
た
い
」と

の
動
機
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

隣
国
同
士
と
は
言
え
、
一
国
の「
首
相
」

が
他
国
の「
民
間
経
済
人
」と
、
か
く
も

固
い
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
、
両
国
の
友
好

親
善
を
推
進
し
た
例
を
知
ら
な
い
。

日
中
国
交
回
復
か
ら
54
年
、
日
中
関
係

は「
高
市
早
苗
首
相
の
発
言
」も
あ
っ
て

「
人
、
モ
ノ
、
文
化
の
交
流
」が
途
絶
え
、

最
悪
と
慨
嘆
に
堪
え
な
い
。
そ
う
し
た
状

況
を
な
ぜ
解
消
で
き
な
い
の
か
。
幾
つ
も

理
由
は
あ
る
が
、
か
つ
て
の「
周
恩
来
、

岡
崎
嘉
平
太
」の
よ
う
な
人
物
が
不
在
、

「
人
的
パ
イ
プ
」が
失
わ
れ
、
両
国
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
け
て
い
る
の

が
大
き
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

（
敬
称
略
）

て
勤
務
、
鉄
道
省
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た

佐
藤
栄
作
と
半
年
ほ
ど
駐
在
期
間
が
重
な

っ
た
。�

そ
の
頃
、
所
用
で
日
本
へ
帰
る

船
の
甲
板
で
、
岡
崎
は
上
海
一
の
美
人
と

評
判
の
日
本
人
芸
者
に
会
っ
た
。
彼
女
は

「
佐
藤
さ
ん
が
好
き
、
箱
膳
を
彼
の
前
に

持
っ
て
い
く
と
足
が
震
え
る
」と
打
ち
明

け
た
。
後
に「
昭
和
の
団
十
郎
」と
呼
ば

れ
た
佐
藤
は
モ
テ
た
。「
だ
か
ら
僕
は
昔

か
ら
佐
藤
が
嫌
い
だ
っ
た
」。
岡
崎
は
上

海
の
ホ
テ
ル
か
ら
夜
景
を
懐
か
し
そ
う
に

眺
め
な
が
ら
い
た
ず
ら
っ
子
の
よ
う
な
笑

み
を
浮
か
べ
た
。

戦
後
も
岡
崎
と
佐
藤
の
因
縁
が
続
く
。

岡
崎
が
全
日
空
の
社
長
を
務
め
て
い
た
66

年
に
全
日
空
機
が
松
山
市
沖
で
墜
落
し

た
。
こ
の
時
、
岡
崎
は
覚
書
貿
易
交
渉
の

団
長
と
し
て
中
国
へ
渡
り
、
日
本
を
留
守

に
し
て
い
た
。
そ
れ
に
当
時
、
首
相
だ
っ

た
佐
藤
は
激
怒
し
た
。
岡
崎
は
事
故
の
責

任
を
と
っ
て
社
長
を
辞
任
し
た
。�

上
海
経
由
で
北
京
入
り
し
た
覚
書
貿
易

交
渉
団
は
交
渉
が
終
わ
っ
た
72
年
10
月
30

日
、
中
国
側
代
表
の
劉
希
文
ら
の
案
内
で

北
京
を
出
発
し
た
。
周
恩
来「
差
し
回
し

の
専
用
機
」で
杭
州
を
皮
切
り
に
上
海
、

桂
林
、
重
慶
、
武
漢
、
広
州
へ
の
旅
へ
向

か
っ
た
。
旅
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
重
慶

か
ら
武
漢
ま
で
、
１
３
０
０
㌔
を
２
７
０

０
㌧
の
東
方
紅
31
号
に
乗
り
、
２
泊
３
日

の「
長
江
下
り
」。
船
は
李
白
が
詠
ん
だ

白
帝
城
の
山
裾
を
通
過
、
急
流
が
２
０
０

㌔
も
続
く
三
峡
を
抜
け
、
三
国
志
の
古
戦

中国の周恩来首相（右）と岡崎嘉平太さん（1971年３月１日
/北京・人民大会堂/岡崎嘉平太記念館提供）
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事 務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：119社　⃝基本会員：684人　⃝個人会員：949人
⃝法人・個人賛助会員：55社・116人　⃝特別賛助会員：94人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：103人 計174社・1,959人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 青池　雄一　飯山　雅史　勝田　洋人 

鴨下ひろみ　菊池　正史　高橋　清子 
田中　成之　辻　　篤子　遠山　昭弘 
成田　浩二

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（１０／５現在）

１９㊊

１７：３０ ～ １８：５０　１０階ホール
上映会「声をあげるということ－性犯罪 刑法改正の
記録－」
２０１９年３月に性犯罪の刑事裁判で無罪判決が相次い
だことを受け、自らの被害や思いを語りだした性暴
力サバイバーらの５年間を追うドキュメンタリー。

20㊋
１4：００ ～ １５：３０　９階会見場

「こどもへのSNS規制」（仮題）
曽我部真裕 京都大学大学院教授

2６㊊
１５：００ ～ １６：３０　１０階ホール

「２０２６米中間選挙」②
グレン・S・フクシマ 米スタンフォード大学客員研究員

28㊌
１５：３０ ～ １７：００　１０階ホール
著者と語る『証言・北朝鮮帰国者　祖国に渡った「在
日」はどう生きたか』
石丸次郎 執筆責任者

＜住所変更＞
・水産経済新聞社本社
〒１０4-００３３
東京都中央区新川２－９－９ SHビル２階
※電話番号は変更なし
・デーリー東北新聞社東京支社
〒１０５-０００３
東京都港区西新橋１－１５－６ 内幸町企画ビル７階
※電話番号は変更なし

■訃報
　与良正男会員（毎日新聞社出身、６９歳）が８月
３０日に死去されました。
　ご冥福をお祈りいたします。

https://www.jnpc.or.jp/HP情報

　８月、９月に死去した下記のゲストの皆さん
の会見音声を公開しています。
・秋山豊寛さん　日本人初の宇宙飛行士、元東京
放送（ＴＢS）記者（１９９１年２月）
・董建華さん　返還後の初代香港行政長官（１９９７
年１０月）
・白川英樹さん　２０００年ノーベル化学賞受賞者
（総会記念講演会 ２００１年５月）

■音声アーカイブ　会見の音声記録

　ゴルフの会を下記のように開催します。先着
順で定員になり次第締め切ります。
日　時：１２月２日（水）午前８時３０分集合
会　場：葉山国際カンツリー俱楽部
スタート：ダイヤモンドコース　８時５4分から３組
プレー費：２３,６６０円（昼食代別･各自支払い）
懇親会費：３,０００円
アクセス：ＪＲ横須賀線・逗子駅前発７時３０分クラ
ブバス（予約制）をご利用ください。所要時間は
約３０分です。
　問い合わせ、申し込みは事務局の舘下（ｕｋｅｔｓｕ
ｋｅ＠ｊｎｐｃ．ｏｒ．ｊｐ、０３－３５０３－２７２１）までご連絡くだ
さい。初参加も大歓迎です。

第11８回日本記者クラブゴルフの会のご案内

　会員の入退会には所定の「変更届」を事務局へ
お届けください。役職変更のみの場合もお知ら
せください。詳細は事務局の杉本（ｓｕｇｉｍｏｔｏ＠ 
ｊｎｐｃ．ｏｒ．ｊｐ、０３－３５０３－２７２７）まで。

会員登録変更のお届けを

予約電話　和食 3５０3-2723　洋食 3５０3-2766・273１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　神無月お献立（１０/3０まで）
　前菜：あん肝豆腐 酢みそ、地鶏塩麹焼きなど 
椀：菊花摘入 マイタケ、大根など　造り：旬魚
３点盛り　焼き物：サンマ きのこ巻き　煮物：
金目鯛かぶら蒸し、銀杏など　食事：マツタケ
ご飯　水菓子：巨峰ババロア キウイ、ホイップ
クリーム（５,５００円） （板長：内海圭史）

洋食　季節のおすすめコース（１０/3１まで）
　スルメイカと玉ねぎのマリネ レモン香るヴィ
ネグレット、にんじんのポタージュ、和牛ランプ
カツレツ きのこ入りデミグラスソース、ジャー
マンパンケーキ、コーヒーまたは紅茶、パンと
バター（4,4００円）。ランチ、ディナーともに９階
レストランでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

■ご寄贈いただきました
　ラウンジの書架でご覧いただけます。
『各国邦字紙の役割と足跡～海外日系新聞放送協
会５０年記念誌』 編集・発行　海外日系新聞放送協会
　海外５カ国９都市で発行する邦字紙１５社が集
まり結成された海外日系新聞放送
協会が５０周年を迎えたのを機にま
とめたのが、『各国邦字紙の役割
と足跡』です。毎年数社から２０数
社が集まり年次総会を開催してき
ました。この５０年間で８０社の新聞、
ラジオ、テレビ社が参加しています。この５０年記
念誌には、会員およびＯＢ、ＯＧからの寄稿を中心
に、邦字紙の歴史の一部もまとめています。購入
希望の方は海外日系新聞放送協会事務局（ｍｅｄｉａ 
＠ｊａｄｅｓａｓ．ｏｒ．ｊｐ）までお問い合わせください。
海外日系新聞放送協会　岡野護（特別賛助会員）

１，１００円
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こ
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、
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取
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か
、
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か
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先
の
大
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で
従
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し
た
身
内
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足
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り
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自
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後
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マ
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ま
る
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あ
の
時
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あ
っ
た
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事
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触
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け
だ
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、
改
め
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々
浦
々
、

戦
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と
思
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徴
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出
征
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め
ら
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空
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感
や
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も
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れ
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。
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静
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う
い
理
屈
が
、

真
面
目
に
ま
か
り
通
っ
た
社
会
が
確
か

に
あ
っ
た
。「
お
国
の
た
め
に
…
」が

象
徴
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
孤
児
、
精
神

疾
患
を
負
っ
た
兵
士
、
遺
伝
子
ま
で
傷

つ
け
ら
れ
た
被
爆
者
と
、
理
不
尽
を
の

み
込
ま
さ
れ
た
人
が
い
る
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言
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記
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に
な
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30
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え
た
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行

く
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で
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地
域
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戦
争
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加
害
に
触
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で
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身
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が
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と
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Ｓ
で
広
ま
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ま
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。
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ま
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か
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昨
今
、
国
の
安
全
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障
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比
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相
次
ぐ
戦

争
と
厳
し
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国
際
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、
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で
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費
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な
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し
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揮
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去
に
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べ
る
。
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極
め
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権
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に

判
断
材
料
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す
地
方
紙
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役
割
が
、

よ
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な
っ
た
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中
国
新
聞
社
東
京
支
社
編
集
部
長

�

高
橋
　
清
子

あの時に学び、伝える

会報
委員から

会員掲示 板

■会議報告
●第476回会報委員会� （９. ２　大会議室）
　10月号の編集について協議した。
出席　榊原委員長、田中、青池、高橋、成田、
菊池、遠山、飯山、辻の各委員。
●第589回会員資格委員会� （９.10　小会議室）
　10月１日付入退会を審議、理事会に答申した。

日韓女性記者フォーラム 初の日本開催
　一般社団法人日本女性記者協会は「日韓のニュ
ースルームにおける多様性」をテーマに
日韓女性記者フォーラムを日本で初開
催する。参加申し込みは、Peatix（https://
jwja1121.peatix.com）から。
【日時】11月21日（土）13時30分～ 16時
【会場】プレスセンタービル10階ホール、オンライ
ン配信あり
【登壇者】▼講演＝チェ・ムンソン韓国女性記者協
会会長▼パネルディスカッション第１部は「メデ
ィアにおける女性のキャリア形成」、第２部は「地
方のジェンダー格差と少子化、メディアの役割」
について日韓の女性記者や有識者らが議論する。
【参加費】一般3,000円
　事前に日本女性記者協会の会員または賛助会
員になると参加費は無料になります。問い合わせ
は（jwja.info@jwja.jp）まで。

出席　福島委員長、小川、鈴木、水野、辻、下川、
中本、松尾の各委員。
●第575回企画委員会
� （９.18　９階会見場＆オンライン）
　退任する小栗泉委員（日本テレビ放送網）があ
いさつ。新任の上野実輝彦・中日新聞東京本社
編集局政治部記者、松山俊行・フジテレビ解説
委員長兼解説委員室長があいさつした後、今後
のゲスト候補について意見交換した。
出席　藤井委員長、青池、佐藤、澤田、永山、
猪熊、五十嵐、奥村、高橋、辻本、乾、森田、
鈴木（博）、半沢、小林、中村、上野、早川、山口、
宮内、今井、出川、岩田、小栗、藤川、松山、
滝の各委員。
●第747回理事会（書面）
①下記の役員の一部交代に関する件、②10月１
日付会員の入退会を承認した。
<理事交代>
京都新聞社　�石徳和彦　東京支社長�

（旧�平井利彦氏）

〈法人代表変更〉
長崎新聞社　�吉田貴之�東京支社長兼営業部長�

（旧�福岡一磨氏）
テレビ大阪　�内山清行�代表取締役社長�

（旧�品田卓氏）
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事 務局から

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務 ☎3503–2727
⃝経　　理 ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：119社　⃝基本会員：684人　⃝個人会員：949人
⃝法人・個人賛助会員：55社・116人　⃝特別賛助会員：94人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：103人 計174社・1,959人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 青池　雄一　飯山　雅史　勝田　洋人 

鴨下ひろみ　菊池　正史　高橋　清子 
田中　成之　辻　　篤子　遠山　昭弘 
成田　浩二

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（１０／５現在）

１９㊊

１７：３０ ～ １８：５０　１０階ホール
上映会「声をあげるということ－性犯罪 刑法改正の
記録－」
２０１９年３月に性犯罪の刑事裁判で無罪判決が相次い
だことを受け、自らの被害や思いを語りだした性暴
力サバイバーらの５年間を追うドキュメンタリー。

20㊋
１4：００ ～ １５：３０　９階会見場

「こどもへのSNS規制」（仮題）
曽我部真裕 京都大学大学院教授

2６㊊
１５：００ ～ １６：３０　１０階ホール

「２０２６米中間選挙」②
グレン・S・フクシマ 米スタンフォード大学客員研究員

28㊌
１５：３０ ～ １７：００　１０階ホール
著者と語る『証言・北朝鮮帰国者　祖国に渡った「在
日」はどう生きたか』
石丸次郎 執筆責任者

＜住所変更＞
・水産経済新聞社本社
〒１０4-００３３
東京都中央区新川２－９－９ SHビル２階
※電話番号は変更なし
・デーリー東北新聞社東京支社
〒１０５-０００３
東京都港区西新橋１－１５－６ 内幸町企画ビル７階
※電話番号は変更なし

■訃報
与良正男会員（毎日新聞社出身、６９歳）が８月

３０日に死去されました。
　ご冥福をお祈りいたします。

https://www.jnpc.or.jp/HP情報

８月、９月に死去した下記のゲストの皆さん
の会見音声を公開しています。
・秋山豊寛さん　日本人初の宇宙飛行士、元東京
放送（ＴＢS）記者（１９９１年２月）
・董建華さん　返還後の初代香港行政長官（１９９７
年１０月）
・白川英樹さん　２０００年ノーベル化学賞受賞者
（総会記念講演会 ２００１年５月）

■音声アーカイブ　会見の音声記録

　ゴルフの会を下記のように開催します。先着
順で定員になり次第締め切ります。
日　時：１２月２日（水）午前８時３０分集合
会　場：葉山国際カンツリー俱楽部
スタート：ダイヤモンドコース　８時５4分から３組
プレー費：２３,６６０円（昼食代別･各自支払い）
懇親会費：３,０００円
アクセス：ＪＲ横須賀線・逗子駅前発７時３０分クラ
ブバス（予約制）をご利用ください。所要時間は
約３０分です。
　問い合わせ、申し込みは事務局の舘下（ｕｋｅｔｓｕ
ｋｅ＠ｊｎｐｃ．ｏｒ．ｊｐ、０３－３５０３－２７２１）までご連絡くだ
さい。初参加も大歓迎です。

第11８回日本記者クラブゴルフの会のご案内

　会員の入退会には所定の「変更届」を事務局へ
お届けください。役職変更のみの場合もお知ら
せください。詳細は事務局の杉本（ｓｕｇｉｍｏｔｏ＠ 
ｊｎｐｃ．ｏｒ．ｊｐ、０３－３５０３－２７２７）まで。

会員登録変更のお届けを

予約電話　和食 3５０3-2723　洋食 3５０3-2766・273１
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　神無月お献立（１０/3０まで）
　前菜：あん肝豆腐 酢みそ、地鶏塩麹焼きなど 
椀：菊花摘入 マイタケ、大根など　造り：旬魚
３点盛り　焼き物：サンマ きのこ巻き　煮物：
金目鯛かぶら蒸し、銀杏など　食事：マツタケ
ご飯　水菓子：巨峰ババロア キウイ、ホイップ
クリーム（５,５００円） （板長：内海圭史）

洋食　季節のおすすめコース（１０/3１まで）
スルメイカと玉ねぎのマリネ レモン香るヴィ

ネグレット、にんじんのポタージュ、和牛ランプ
カツレツ きのこ入りデミグラスソース、ジャー
マンパンケーキ、コーヒーまたは紅茶、パンと
バター（4,4００円）。ランチ、ディナーともに９階
レストランでもご提供します。 （シェフ：佐藤和治）

■ご寄贈いただきました
ラウンジの書架でご覧いただけます。

『各国邦字紙の役割と足跡～海外日系新聞放送協
会５０年記念誌』 編集・発行　海外日系新聞放送協会
　海外５カ国９都市で発行する邦字紙１５社が集
まり結成された海外日系新聞放送
協会が５０周年を迎えたのを機にま
とめたのが、『各国邦字紙の役割
と足跡』です。毎年数社から２０数
社が集まり年次総会を開催してき
ました。この５０年間で８０社の新聞、
ラジオ、テレビ社が参加しています。この５０年記
念誌には、会員およびＯＢ、ＯＧからの寄稿を中心
に、邦字紙の歴史の一部もまとめています。購入
希望の方は海外日系新聞放送協会事務局（ｍｅｄｉａ 
＠ｊａｄｅｓａｓ．ｏｒ．ｊｐ）までお問い合わせください。
海外日系新聞放送協会　岡野護（特別賛助会員）

１，１００円

https://www.jnpc.or.jp/coming/conference_applicant
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/20230/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/20864/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/21146/report
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撮影：新
あら

井
い

　義
よし

顕
あき

（朝日新聞社映像報道部）

連日猛暑に見舞われた京都市内。朝から細かい雨が降り、低い位置に虹が見られた。今出川通から西を見ると、
虹がカーテンのように広がった＝８月７日、京都市上京区

写 真 回 廊

　
あ
な
た
も
他
の
誰
と
も
同
じ
よ
う
に
、
こ
こ
に
い
て
い
い
の
で
す

―
。
同
性
愛
者
で
あ
る
こ
と
を
公
表
し
た
オ
ラ
ン
ダ
初
の
首
相
、

ロ
ブ
・
イ
ェ
ッ
テ
ン
氏
の
動
画
が
在
日
オ
ラ
ン
ダ
大
使
館
に
流
れ
た
。

２
０
０
１
年
に
オ
ラ
ン
ダ
が
世
界
で
初
め
て
同
性
婚
を
法
制
化
し
て

２５
年
。
そ
れ
を
記
念
し
て
６
月
８
日
、
日
本
の
同
性
婚
法
制
化
を
目

指
す
公
益
社
団
法
人「
マ
リ
ッ
ジ
フ
ォ
ー
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」が
、

同
大
使
館
と
共
催
で
会
合
を
開
い
た
。
日
本
で
は
、
同
性
婚
を
認
め

な
い
民
法
と
戸
籍
法
の
規
定
が
憲
法
に
反
す
る
か
が
争
わ
れ
た
６
訴

訟（
５
訴
訟
で
高
裁
が
違
憲
判
決
）の
上
告
を
最
高
裁
が
受
理
し
３

月
、
裁
判
官
１５
人
全
員
で
審
理
す
る
大
法
廷
に
回
付
し
た
重
大
な
局

面
を
迎
え
て
い
る
。

　
会
合
に
は
、
訴
訟
の
原
告
や
弁
護
士
、
国
会
議
員
ら
が
集
ま
り
、

冒
頭
に
イ
ェ
ッ
テ
ン
首
相
の
動
画
が
流
さ
れ
た
。
参
加
し
た
原
告
の

男
性
は
、「
僕
た
ち
は
、
社
会
か
ら
一
段
下
に
見
ら
れ
て
い
る
。
自

分
た
ち
も
そ
う
い
う
意
識
で
生
き
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
で
も
、
首

相
の
言
葉
は
す
ご
い
。
自
分
も
愛
さ
れ
て
い
い
存
在
な
の
だ
と
思
っ

た
」と
語
っ
た
。
現
状
は
、
国
が
同
性
愛
者
に
対
す
る
差
別
を
助
長

し
、
心
に
傷
を
負
わ
せ
て
い
る
の
だ
、
と
ず
し
ん
と
き
た
。

　
明
治
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト「
マ
ー
ブ
ル
」が
配
ら
れ
た
。
筒
状
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
に
は「
Ｍ
ａ
ｒ
ｂ
ｌ
ｅ
　
Ａ
ｌ
ｌ
ｙ
」の
文
字
。
明
治
の

Ｈ
Ｐ
な
ど
に
よ
る
と
、「
Ｍ
ａ
ｒ
ｂ
ｌ
ｅ
」と
は「
Ｍ
ａ
ｋ
ｅ
　
ａ
　

ｒ
ａ
ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｗ
（
虹
を
作
る
）＋
ｂ
ｌ
ｅ
（
で
き
る
）」の
略
。虹
は
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
や
多
様
性
の
象
徴
。「
Ａア

ラ

イ

ｌ
ｌ
ｙ
」は
支
援
者
を
指

す
。
明
治
と
大
日
本
印
刷
の
共
同
企
画
で
、
当
事
者
や
支
援
者
ら
の

従
業
員
が
参
加
し
、
虹
を
モ
チ
ー
フ
に「
自
分
を
尊
重
し
て
ほ
し
い
」

と
の
思
い
を
デ
ザ
イ
ン
に
反
映
し
た
と
い
う
。

　
判
決
は
来
年
、
出
る
見
通
し
。
全
員
一
致
の
違
憲
判
決
で
最
高
裁

に
１５
色
の
虹
が
か
か
り
ま
す
よ
う
に
！

�

（
毎
日
新
聞
社
出
身
　
山
田
　
道
子
）

低
く
あ
ま
ね
く
広
が
る
虹




